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平成３０年第１回定例会（６月議会）

教育公安委員会（分科会）会議録
書記 飯 坂 諭 録

招集年月日時 平成３０年６月２１日(木曜日)

予算特別委員会終了後

招 集 場 所 議事堂 教育公安委員会室

本定例会（６月議会）における案件（委員会）

１ 議案第１４９号

秋田県立特別支援学校設置条例の一部を改正す

る条例案

２ 議案第１６１号

交通事故に係る和解について

３ 議案第１６２号

交通事故に係る和解について

４ 議案第１６３号

交通事故に係る和解について

５ 議案第１６４号

交通事故に係る和解について

６ 議案第１６５号

物損事故に係る和解について

７ 請願第２号

義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める

意見書の提出について

８ 請願第７号

秋田県高等学校再編計画の見直しの検討につい

て

９ 請願第１１号

高校生への給付制奨学金の確立を求める意見書

の提出について

10 請願第２２号

教育現場において、乳がんについての知識の普

及・啓発を求める請願について

11 請願第２４号

国の教育予算を増やし「高校無償化」を推進す

るよう求める意見書の提出について

12 請願第２５号

特別支援学校での児童生徒の障害の多様性に応

じた最低限のガイドラインを設けることを国に求

める意見書の提出について

13 付託案件以外の教育委員会及び警察本部関係の

所管事項

本定例会（６月議会）における案件（分科会）

１ 議案第１３７号

平成３０年度秋田県一般会計補正予算（第２

号）（教育委員会の関係部門）

平成３０年６月２１日（木曜日）

本日の会議案件

１ 会議録署名員の指名

２ 審査日程

３ 教育委員会の所管事項 （趣旨説明・質疑）

本日の出席状況

出席委員

委 員 長 菅 原 博 文

副委員長 髙 橋 武 浩

委 員 北 林 康 司

委 員 大 関 衛

委 員 渡 部 英 治

委 員 薄 井 司

書 記

議会事務局議事課 飯 坂 諭

議会事務局政務調査課 髙 橋 健

教育庁総務課 川 田 悟 志

警察本部警務部総務課 高 岡 義 明

会 議 の 概 要

午前１０時４２分 開議

出席委員

委 員 長 菅 原 博 文

副委員長 髙 橋 武 浩

委 員 北 林 康 司

委 員 大 関 衛

委 員 渡 部 英 治

委 員 薄 井 司

説 明 者

教育長 米 田 進

教育次長 太 田 政 和

教育次長 眞 壁 聡 子

総務課長 今 川 聡

警察本部長 森 末 治

警務部長 宮 廻 好 彦

警務部参事官（兼）総務課長 佐々木 恒

警務部首席参事官（兼）会計課長 阿 部 清 喜

委員長

ただいまから、教育公安委員会を開きます。

初めに定期人事異動に伴い、執行部説明者に変更

がありましたので、新任の説明者の紹介をお願いし

ます。

警察本部長

【阿部首席参事官兼会計課長、佐々木参事官兼総
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務課長を順次紹介】

教育長

【太田教育次長、眞壁教育次長、今川総務課長を

順次紹介】

委員長

次に、委員会の新任担当書記を紹介いたします。

議会事務局政務調査課髙橋健書記、以上で紹介を

終わります。

次に、会議録署名員を指名いたします。

第１回定例会６月議会を通しての会議録署名員に

は、北林委員、渡部委員を指名します。

次に、委員会の審査日程についてお諮りします。

審査日程案及び、付託議案一覧表を配付しており

ますので、これらをご覧の上、審査日程案について、

御意見をお願いします。

大関衛委員

７月２日の審査は警察本部のみですか、警察本部

の審査が終了すれば、引き続き教育委員会の審査を

行うことはありますか。

委員長

警察本部だけで終わる予定です。

大関衛委員

わかりました。

委員長

なお、審査日程案では、７月２日に警察本部関係、

７月３日及び４日に教育委員会関係を審査する予定

となっておりますが、審査の進捗状況によっては、

審査日程から、ずれることがあり得ますので、あら

かじめ御承知おきください。

審査日程案について、御意見等ございますか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長

審査日程は原案のとおり、決定して御異議ありま

せんか。

【「異議なし」と呼ぶ者あり】

委員長

御異議ないものと認めます。

審査日程は、原案のとおりとすることに決定され

ました。

以上で、日程協議を終了いたします。

本日はこれもって散会し、７月２日、月曜日、予

算特別委員会終了後に、委員会及び分科会を開き、

警察本部関係の付託議案等の審査を行います。

散会します。

午前１０時４６分 散会
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平成３０年７月２日（月曜日）

本日の会議案件

１ 分科会会議録署名員の指名

２ 議案第１６１号

交通事故に係る和解について

（趣旨説明・質疑）

３ 議案第１６２号

交通事故に係る和解について

（趣旨説明・質疑）

４ 議案第１６３号

交通事故に係る和解について

（趣旨説明・質疑）

５ 議案第１６４号

交通事故に係る和解について

（趣旨説明・質疑）

６ 議案第１６５号

物損事故に係る和解について

（趣旨説明・質疑）

７ 警察本部関係の付託案件以外の所管事項

（趣旨説明・質疑）

本日の出席状況

出席委員（分科員）

委 員 長（会長） 菅 原 博 文

副委員長（副会長） 髙 橋 武 浩

委 員（分科員） 北 林 康 司

委 員（分科員） 大 関 衛

委 員（分科員） 渡 部 英 治

委 員（分科員） 薄 井 司

書 記

議会事務局議事課 飯 坂 諭

議会事務局政務調査課 髙 橋 健

教育庁総務課 川 田 悟 志

警察本部警務部総務課 高 岡 義 明

会 議 の 概 要

午前１０時４６分 開議

出席委員（分科員）

委 員 長（会長） 菅 原 博 文

副委員長（副会長） 髙 橋 武 浩

委 員（分科員） 北 林 康 司

委 員（分科員） 大 関 衛

委 員（分科員） 渡 部 英 治

委 員（分科員） 薄 井 司

説 明 者

警察本部長 森 末 治

警務部長 宮 廻 好 彦

生活安全部長 古 屋 義 和

刑事部長 菊 地 毅

交通部長 坂 本 幸 一

警備部長 湊 信

警務部参事官(兼)首席監察官 平 間 伸 司

警務部首席参事官(兼)警務課長 三 浦 潔

警務部首席参事官 髙 橋 一

警務部首席参事官(兼)会計課長 阿 部 清 喜

生活安全部首席参事官（兼）生活安全企画課長 武 田 達 也

刑事部首席参事官(兼)刑事企画課長 泉 浩 毅

交通部首席参事官(兼)交通企画課長 佐 藤 和 人

警備部首席参事官(兼)警備第一課長 武 藤 良

警務部参事官(兼)総務課長 佐々木 恒

生活安全部参事官（兼）地域課長 松 井 信 博

交通部参事官(兼)運転免許センター長 納 谷 貴 志

生活安全部少年女性安全課長 小 松 辰 弥

交通部交通規制課長 三 浦 稔

警備部警備第二課長 佐 藤 正 人

委員長（会長）

ただいまから、教育公安委員会及び予算特別委員

会教育公安分科会を開きます。

初めに、定期人事異動に伴い、執行部説明者に変

更がありましたので、新任の説明者の紹介をお願い

いたします。

警察本部長

【平間警務部参事官兼首席監察官、湊警備部長、

菊地刑事部長、古屋生活安全部長、坂本交通部長、

武藤警備部首席参事官兼警備第一課長、泉刑事部

首席参事官兼刑事企画課長、三浦警務部首席参事

官兼警務課長、武田生活安全部首席参事官兼生活

安全企画課長、佐藤交通部首席参事官兼交通企画

課長、納谷交通部参事官兼運転免許センター長、

佐藤警備第二課長、松井生活安全部参事官兼地域

課長、小松生活安全部少年女性課長、三浦交通部

交通規制課長の順に紹介】

委員長（会長）

次に、分科会会議録署名員を指名いたします。

第１回定例会６月議会を通しての分科会会議録署

名員には、北林分科員、渡部分科員を指名いたしま

す。

それでは、警察本部関係の議案の審査を行います。

議案第１６１号、議案第１６２号、議案第１６３

号、議案第１６４号及び議案第１６５号、以上５件

を一括議題といたします。

警察本部長の説明を求めます。

警察本部長

【部局関係説明書により説明】
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委員長（会長）

次に関係部長の説明を求めます。

警務部長

【議案〔１６〕及び提出資料により説明】

委員長（会長）

以上で説明は終了いたしました。

警察本部関係の議案について質疑を行います。ご

ざいませんか。

渡部英治委員（分科員）

若干確認したいと思います。警察の車両が被害に

遭っているわけですが、追突事故が多い印象を受け

ました。その中で一番先に説明あった議案の１６１

号ですが、損害額が一番大きく６６万８,０００円

です。この車両はどういう車両ですか。

警務部参事官（兼）首席監察官

議案の１６１号の事案については、捜査用車両で

す。

渡部英治委員（分科員）

追突は、一般の事故でも結構あります。今、あお

り運転などの関係で大分車間距離をとる指導はして

いると思いますが 話は少しずれますが、私はよ

く中央道トンネル（秋田中央道路トンネルのこと）

を通っていますが、ライトを点灯していない車両が

結構いるのです。トンネル内の無灯火は基本的に違

反になりませんか。

交通部長

トンネル内につきましては、ライトをつけること

になっています。すぐ検挙には至りませんが、指導

警告で対応しているところです。

渡部英治委員（分科員）

なぜ今トンネルの話をしたかというと、最近トン

ネル内の事故や故障も含め、長時間にわたって不通

になっている事案があるのです。トンネル内の指導

は無理だとしても、トンネルに入るときや出てくる

ときに、やはり無灯火は察知できるのかと思って

ある程度指導は強化すべきではないかと思ってい

ますが、そういった声は一般の方からも聞かれませ

んか。

交通部長

特にトンネル内での無灯火ということで特別な声

は届いておりませんが、やはり「夜間無灯火で走っ

ている車両がいます」などということはあります。

また、トンネル内に限らず、交通事故防止の観点か

ら、対向車や前に車がいない際は上向きのライトで

ということで交通事故防止を呼び掛けているところ

です。

渡部英治委員（分科員）

もう一点確認しますが、交通規制、管理センター

のほうで、いろいろな交差点や道路状況を確認する

モニターがあります。これは、トンネル内には付い

ていないのですか。

交通部長

秋田中央道路につきましては、数は今手持ち資料

にございませんが、監視カメラが付いております。

道路管理者のほうでモニター監視をしています。

渡部英治委員（分科員）

分かりました。いずれそこに限定するわけではあ

りません。冒頭申し上げたように、たびたび事故が

いろいろな形でありますので、そういった傾向から

ひとつ車間距離の関係と無灯火の関係については徹

底してほしいと申し上げておきます。

大関衛委員（分科員）

私の地元の事故が２件上がってきています。大体

の状況は分かりますが、道路管理者との協議につい

てお聞きします。東成瀬村の蛭川の案件は、詳細な

ことは分からなければ結構なのですが、多分この方

はここの湧き水をくみに来て、右折しようと無理に

曲がってぶつかった案件だと思います。分からなけ

れば結構です。横手署にいた方は分かると思います。

警務部参事官（兼）首席監察官

そこまで詳細な内容については、把握しておりま

せん。

大関衛委員（分科員）

もらい事故は議案で、警察が起こしたほうは報告

です。それはそれで処理してもらって結構なのです

が、ここはやはり危険だという話が地元から上がっ

てきているのです。これは県管理の道路なので、多

分右折して、湧き水のところの駐車場は片側１台ぐ

らいしか停められないのです。多分無理して こ

こにはものすごい人が水をくみに来ているのです。

多分右折したところで、またＵターンしないと反対

側の駐車になるわけです。ですから、これはやはり

何かしら道路管理者と協議しておかないとこういう

事故が起きますので、道路管理者と協議してもらえ

れば結構です。答弁は結構です。

それから、湯沢の案件も、詳しいことは分からな

いと思うのですが、多分両側の雪が多くて、国道３

９８号との交差点の近くに右折レーンや左折レーン

がとれなくなっているのです。ですから、何度もお

話ししますが、これはやはり道路管理者と話をして、

交通量の少ないときに排雪してもらわないと、こう

いう案件は起きます。起きたことは仕方がないので

すが、今後高齢者も増えてきますし、それから大雪

になりますと当然交通の障害は出てきますので、こ

れを教訓として道路管理者と県と国とで協議しても

らいたいと思いますが、警務部長、いかがですか。

私も運転をしていて危険なところだとは分かってい

ますので、起こるべくして起きたところではないか

と思います。

警務部長
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委員御指摘のとおり、公用車に限らず、交通事故

に関しましては担当部局のほうでしっかり分析をし

て、関係機関との協議も併せてしっかりしていくこ

とにより、交通事故の抑止に努めてまいりたいと考

えています。

交通部長

秋田中央道路には、３１基のカメラが設置されて

います。道路における安全で、円滑な通行、交通量

の確認のために、道路管理者が設置していますが、

相互に映像を交換して確認できるシステムになって

います。

薄井司委員（分科員）

全般的に交通事故、物損事故だけ上がってきてい

ますが、例えば損害額の大きい事故もあります。議

案１６１号については、やはり七、八十万円ぐらい

双方の損害があるのですが、こういった場合人身事

故扱いとかと思うのですが、そういう形にはなって

いません。たまたま人身事故ではないということで

すか。

警務部参事官（兼）首席監察官

委員の御発言のとおり、本事故については物損交

通事故ということで対応しています。

薄井司委員（分科員）

例えば人身になった場合も、やはりここで全部損

害賠償ということで処理していくということですか。

警務部参事官（兼）首席監察官

そのとおりです。けが人が出た事故の場合は、相

手と和解して、その和解後に議会に諮ることになり

ます。

委員長（会長）

ほかにございませんか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

以上で警察本部関係の議案についての質疑を終了

します。

警察本部関係の請願はありませんので、次に陳情

等の審査を行います。

配付しています陳情一覧表により審査を行います。

１８ページをお開きください。

１８ページから２９ページまでの陳情第１号「に

かほ警察署の存続について」、陳情第２号「にかほ

警察署の存続を求める要望について」、陳情第１１

号「にかほ警察署の存続を求める陳情について」及

び陳情第１２号「秋田県警察機能強化プラン（案）

の見直しを求める陳情について」以上４件を一括議

題とします。

質問等はございませんか。

大関衛委員（分科員）

にかほ署の存続について、市長や議会、また住民

からいろいろ陳情上がってきていますが、その後の

住民説明会等、２月議会からの一連の経緯について

教えてもらえますか。地元と協議して、どういうお

話があったのか、今後どのように進めていくおつも

りなのですか。

警務部長

県警では、本年３月ににかほ警察署の統合を含む

秋田県警察機能強化プラン案を公表して以降、約１

カ月間、まずパブリックコメントを実施したほか、

地元住民や関係機関、団体に対する説明会を行って

まいりました。この説明会におきましては、住民の

方々から多くの不安の声が寄せられています。また、

平素の警察活動を通じましても、様々な御意見が寄

せられているところです。現在、県警ではこうした

声に一つ一つ丁寧に説明を行っているところです。

これまでにかほ市長及びにかほ市議会議長には６回、

にかほ署協議会を初めとします関係団体に６回、地

元の町内会や企業に対しまして８回の合計２０回の

説明会を実施しています。このほか警察署統合の計

画内容について記載したチラシを作成しており、こ

のチラシを地元駐在所の警察官が巡回連絡の際に住

民の方々に配布し、説明をしている状況です。引き

続きこうした地元の理解を得る取組に注力してまい

りたいと考えているところです。

大関衛委員（分科員）

タイムスケジュール的には、いつからにかほ警察

署と由利本荘署は統合する予定になっていますか。

警務部長

飽くまでも地元の説明を尽くした後となりますが、

私どもが考えていますのは、来年の春の人事異動期

に合わせての統合の実現に向けて取り組んでいると

ころです。

大関衛委員（分科員）

私もかつて増田警察署の統合のときに地元議員と

していろいろ説明を受けて、今回委員会の県内調査

でも北秋田警察署に行って森吉幹部交番の件につい

てもいろいろ質疑がありました。お聞きになってい

るかと思いますが、やはりにかほ市の方々に、かつ

て私の住んでいた旧雄勝郡東部地区、こういったと

ころが例えば湯沢署と増田署に編入されても、幹部

交番としてきちんと機能しており、不都合がなかっ

たという話を私なりに把握していますし、北秋田署

もそうなのです。森吉幹部交番で何か不都合なこと

がありましたかと聞いたら、北秋田の署長が今のと

ころ聞いていないということなので、やはりそうい

った統合した事例があるので、そういったことも踏

まえて、にかほ市民の方に説明することが私は理解

を得られる一つの手法というか、手段かと思います

が、そういった説明はにかほ市民の方になさってま

すか。

警務部長



- 6 -

にかほ市民の方々に対しても様々な形で御説明を

申し上げているところでございますが、そういった

説明会の中で将来のにかほ現庁舎がどうなるのかと

いった問い合わせがございます。そうした際に、こ

れまでの統廃合の事例についても御説明を申し上げ

ているところです。他方で、より丁寧に説明してい

く必要があると認識していますので、委員の御指摘

を踏まえ、今後更に十分な説明を尽くしたいと考え

ています。

渡部英治委員（分科員）

同じ内容になるかもしれませんが、今回陳情が４

カ所から出ています。まず市長、議会から出ていま

す。それから、自治会長連絡協議会の会長、そして、

存続を求める会からと、いわば、にかほ市全体の住

民が存続を求めているということです。先ほど警務

部長からトータルで２０回説明したとの説明があり

ました。この説明は意味があると思いますが、前の

委員会の冒頭で申し上げたように、説明するタイミ

ングが若干唐突過ぎたのではないかと思います。何

回説明をやっても全体からこういう陳情が出てくる

と言うことは、やはりきちんと事前の説明や、そう

いった部分を住民に対してそれなりの情報を与えな

がら検討する期間といいますか、そういった心構え

が非常に少なかった感じがします。陳情が市長や住

民から一体となって出てくるところが私は非常に

この取り扱いは先ほど、これから慎重かつ丁寧と

いう言い方をしましたが、やはり住民の不安と、警

察との信頼関係から来ていますから、そういった部

分の根本的なところを解決していかなければできな

いと思っています。再度お聞かせ願いたいと思いま

す。

警務部長

御指摘のとおり、当委員会におきましてこれまで

各委員からこの説明会の実施に当たっては丁寧に説

明を尽くすよう御指摘を頂いているところです。県

警では、こうした御示唆を踏まえまして、引き続き

地元住民への丁寧な説明を行っていく所存でござい

ます。今月下旬から来月上旬にかけまして、にかほ

市内の仁賀保、金浦、象潟の３地区、これとにかほ

警察署におきまして住民説明会の開催を予定をして

いるところです。こうした地元に対する説明会を繰

り返し繰り返し実施していくことで理解を得ていき

たいと考えているところです。

渡部英治委員（分科員）

今の説明で理解はするのですが、やはり先ほど大

関委員がかつての統廃合の話をしました。それも非

常に重要だと思いますが、昨今いわゆる都会型から

地方にいろいろな凶悪犯罪や事件、予期しない事案

が出てくるので、地域住民にとっては非常に警察署

の存在や役割は、相当大きくなっていると思います。

そういった意味では、その不安の解消をどのように

やっていくのか、どういった体制で臨むのか、そう

いったところも丁寧にきちんと対応すべきだと思い

ますが、本部長どうですか。

警察本部長

今渡部委員から御指摘がございましたとおり、今

回のにかほ警察署の統合に関しまして、住民の方々

が今後のにかほ市内の治安維持に関して様々な不安

をお持ちということはよく承知しています。こうし

た不安を払拭すべく、警察としては現在このにかほ

署の統合については検討中でございますが、統合後

のにかほ市内の治安を確保するために、現在のにか

ほ警察署を幹部交番として運用する、またそのとき

の警察の体制はこのような形で対応する、また今回

の陳情書の中でも触れられていますが、にかほ市に

おきましては例えば鳥海山のもたらす災害への不安、

また沿岸警戒の問題、それから山形と県境を接して

いるといったことなど、様々な観点からにかほ署の

存続が必要だということで御意見を頂いていますの

で、こうした個々具体的な不安、また懸念される治

安事象に対しまして、警察として統合後の由利本荘

警察署を含めた体制、また警察本部も含めた秋田県

警として具体的な対応策、体制の確保を御説明して

まいりたいと考えています。

北林康司委員（分科員）

今お二方から質問が出て、本部長から答弁があっ

たから、それに尽きると思うのですが、森吉警察署

の統合のときもその話が大分出て、ここで議論があ

ったのです。最近お巡りさんが各家々を回って住民

台帳を持って聞き取りに歩く姿すら見えなくなった

と当時そういう話もありました。加えてやはり「警

察署がなくなっていくが、交番にしますから大丈夫

です」といっても、ひょっとしたらやはりお巡りさ

んの姿が見えなくなる、パトカーの姿が見えないと

いうのが住民にとっては不安でしょうし、過疎にな

ればなるほどある意味では危険性は生じる可能性が

あるわけです。１軒か２軒しかないところだから、

ひょっとすれば省略されてしまうのではないかとい

う思い等もあるでしょうから、より具体的に機能強

化をしますよと。例えばパトカーの巡回については、

従来は２回だったものを３回ぐらいにしますとか２.

５回にしますというようなものをしっかりと説明し

てあげることによって不安が解消できるのではない

かという当時の議論を思い起こしているところです。

加えて、やはり沿岸の問題、北朝鮮の問題等々もあ

りますから、より見える形のものをしっかりとやっ

ていくとなると、より仕事の量が増えるかもしれま

せんが、そこは安心感を与えるためにはやっていか

なければいけないだろうし、是非やっていただきた

いということを要望しておきたいと思いますが、ど
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うですか。

警務部長

今御指摘いただきましたとおり、これまでの説明

会におきましても、住民の方々から地域のパトロー

ルを行う警察官が少なくなるのではないかといった

御懸念、御不安の声が多く聞かれるところです。そ

うしたことも踏まえまして、先ほど本部長からござ

いましたとおり、幹部交番についてどのように運用

していくかといったことを更に検討していく必要が

あるだろうと考えています。地元の不安を解消する

意味では、幹部交番そのものの機能について充実さ

せるべきではないか。例えば高速隊の立ち寄り拠点

を幹部交番の中に造ることができないか、あるいは

山岳遭難や災害への対応の備えとして装備資機材を

幹部交番の中にあらかじめ配備しておくことができ

ないか、こういったことも含めて委員御指摘のとお

り具体的な検討を進め、その検討結果については新

たな幹部交番の機能について住民に説明していきた

いと考えています。

北林康司委員（分科員）

正にそのとおりだと思うのです。当時、森吉警察

署や増田警察署を統合して、そのときは、前はいろ

いろな心配や議論があったが、今大関委員からお話

しあったように今は心配は全くないという状況に

しかし、その後時代が変わってきていますから、

今警務部長が言われたように、その当時で良かった

機能がもう少し違った角度から見ていくとか強化し

ていくとか、その辺は是非やっていただきたいと思

います。要望しておきます。

委員長（会長）

陳情について、ほかにございませんか。

薄井司委員（分科員）

にかほ市自治会長連絡協議会からの「にかほ警察

署の存続を求める陳情書」ですが、私が住民の立場

で見ると、ここでは、男鹿警察署とにかほ警察署の

差異についていろいろ載っています。例えばこうい

う質問が出た場合に住民に対してどのように説明す

る予定なのですか。

警務部長

にかほ警察署と男鹿警察署を比較して、なぜ今回

にかほ警察署を統合するのかといったことに対する

説明としましては、犯罪の認知件数や交通事故の発

生件数、このほか周辺の警察署との連携状況、こう

いったことに加えて男鹿警察署管内は若干半島とし

て突き出ています。そういった地理的な特殊性、あ

るいは現在の環境、誘致の取組の状況も踏まえて、

総合的に判断した結果、今回はにかほ警察署の統合

となったということです。

薄井司委員（分科員）

総合的に判断したということであれば、住民説明

会の中でもっといろいろそれに対して質問が出るの

ではないかと思います。その辺はやはり説明が十分

行き届く説明会にしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。

北林康司委員（分科員）

今のような話は、これからも出てくると思います。

２０３５年に秋田県の人口は８０万人を割るという

中、あるいは２０４０年に６０万人ぐらいになると

いう話の中で、ある意味ではそのときの警察に求め

られる安全性や機能はどうなるのか 本部長、特

に秋田県は人口減少が早いのです。鳥取県や島根県

はなだらかな状況で推移していますが、秋田県は１

万２,０００人ペースでしょう。今私が申し上げた

数字は、予想年数よりも私は早く来る気がします。

それに対する対応をやはり私は今から検討委員会を

作って考えていかなければ間に合わないというか、

とにかくそのときの家々がどこにどういう状況で実

在するのかということもありますが、先ほど来申し

上げたとおり、人口が減っていけば減っていくほど、

それでもやはりそこの集落に家が１軒か２軒は残る

という状況等があるわけです。そうなると、この警

察の機能に対する要望がもっと強くなる可能性が出

てくる。しかし、一方では人口が少ないから予算は

削らなければいけないとか、あるいは統合していか

なければいけないという話になってくるだろうとい

う気がする。そのことについては、もう今から検討

に入るべきだという気がしますが、どうですか、本

部長。

警察本部長

今北林委員から御指摘がございました中長期的な

視点を持って、今後の県警察の組織の在り方、また

運営の在り方を検討していくということは、大変必

要なことだと考えています。現在、県警におきまし

ては、秋田県警察の機能強化を考える会から頂いた

提言を基に検討を進めているところですが、やはり

中長期的な視点を持って今後の人口減少が予想され

る中、警察の組織体制をどう整備していくか、人口

が減る一方で、県の面積というものは今後も変わら

ないわけですので、その一定の面積の区域を治安維

持を確保していくということで、警察官をどこに配

置し、またどのように運用することが最も効果的で

効率的であるのか、また過疎の地域においても治安

水準を確保するためにどういった方策があるのかと

いうことはこれから検討を進めてまいりたいと考え

ています。

北林康司委員（分科員）

是非お願いしたいと思います。私は、過疎になれ

ばなるほど、今ある犯罪形態よりもまた違った犯罪

が起き得るのではないかという感じがするわけです。

そのときに、やはり警察に求めるものが大きいと思
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いますので、是非御検討していただきたい。

委員長（会長）

以上で陳情等についての審査を終了いたします。

所管事項審査の中でもこの続きがあるとすれば、

お話ししていただいて結構ですので、よろしくお願

いします。

次に所管事項の審査を行います。警察本部関係の

所管事項について質問等はございませんか。

渡部英治委員（分科員）

先ほど少し触れましたが、昨今大変痛ましい凶悪

な事件が起きているわけです。実は本会議一般質問

でも我が会派の三浦英一議員が質問していますが、

１つは富山県の警察官が被害にあった事件（富山交

番襲撃事件のこと）があります。これは、全く不意

打ちされたということで、大変ショッキングであり

ます。とにかくショッキングな部分は、拳銃が奪わ

れて、その拳銃で更に第三者の被害もあったと。し

かも、その現場が小学校ということで、きょうのニ

ュースでも、きょうから小学校を再開する予定が、

なかなかショックを払拭できないということで延長

になっています。この事態を受けて、やはり日本国

民全体が、そして先ほど申し上げた我々の地方では

あり得ないだろうと思っていることが、大阪府であ

ったり秋葉原で起こった無差別殺傷事件であったり、

新幹線の問題だったり、いろいろな事案がどこでも

起きるのかという不安が一つあります。

そういったことを踏まえて質問したいのは、この

事案を受けて県内の駐在所、交番に対策をどういう

形で浸透させたのかお聞きします。

生活安全部長

今回の富山県警の事件に関しましては、６月２６

日の発生した時点におきまして、県内の各交番、駐

在所に対して、拳銃奪取事案等の防止、それから警

察施設の警戒強化等について指示しています。また、

装備資機材の整理整頓を徹底しまして、有効活用で

きるように指示をしています。また、更に学校等の

教育施設に関する警戒等の徹底についても指示をし

ているところです。

渡部英治委員（分科員）

拳銃は、きちんとひもで固定しているわけですね。

かつては、そのひもが切断されたということで、切

断しにくいような改良もなされた中で、事件が起き

ていますが、今現在はよほど特殊なものでないと拳

銃は奪われないのではないかという認識を持ってい

たのですが、簡単に奪われるものですか。

生活安全部長

おっしゃるとおり、我々も大変衝撃を受けたとこ

ろです。本来は拳銃をつなぐ拳銃つりひもにつきま

しては警察官が腰に締めている帯革と拳銃をつなぐ

もので、外側はゴム様のものですが、中にステンレ

スワイヤーが入っており、簡単には切れないものと

なっています。過去の事案を受けまして、そのよう

な対策をとってきたところではありますが、今回切

れたということで、大変衝撃を受けています。これ

はどうすれば切れるかということなのですが、普通

のニッパー等でもなかなか切れないものであります。

今回の事案につきましては被疑者はなた等も持って

いたようなのですが、その辺につきましては今後の

富山県警の検証を踏まえて、どういったものにして

いったらよいかを検討していく必要があると考えて

います。

渡部英治委員（分科員）

あと１点伺います。今までも駐在所や交番の統廃

合をやってきていますが、警察署との連携とか、そ

ういったものも非常に重要になってきています。今

回の事案を踏まえて、何かを見直すとか、あるいは

今指示の話がありましたが、それを再徹底するとか、

そういった部分はありますか。

生活安全部長

今回の報道で知り得る限りでは、交番の裏側から

入ってきて、そこでもみ合いになって、交番の署長

が被害に遭ったということでした。過去に秋田県警

も襲われたことがあるのですが、従来であれば、交

番には来客用のカウンターがあって、その周辺には

さすまた等、装備資機材を整えており、万が一の場

合に備える状態になっています。ただ今回の場合は、

裏口からノックをされて、それに対応して被害に遭

ったということですので、県内の交番、駐在所等に

つきましては、裏口は常時鍵を掛けているのですが、

今後、こういった場合には声を掛けて、玄関から入

ってくるよう誘導した上で、それでも裏側から入る

という方は尋常ではありませんので、ふだんよりも

よほど警戒を強めて対応するように指示をしてまい

りたいと思います。

渡部英治委員（分科員）

分かりました。いずれ先ほど申し上げたように、

我々だけでなく、警察関係者の方ももちろんショッ

クを受けたと思いますし、まして被害に遭った警察

官には、心から御冥福を祈るわけです。先ほど学校

との連携もいろいろやっていくということでしたか

ら、是非教育委員会のほうとも情報交換しながら、

対応をお願いしたいと思います。

委員長（会長）

富山の交番の件でほかにございませんか。

薄井司委員（分科員）

いろいろな新聞を拝見して、一番衝撃的だったの

が、警察官の拳銃が奪取されて、それが一般住民に

向けられたことです。拳銃が奪取されたことが非常

に大きいと、いろいろな新聞で言われています。本

当に残念な結果で、こういう事件が起きることは、
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なかなか想定はできるものではないと思うのですが、

そういうことを想定した訓練などはこれまでにやっ

たりしているのですか。

生活安全部長

全国でもありますし、先ほど申し上げましたが、

県内でも交番が襲われた事例があります。そういう

ことを踏まえて、訓練は徹底しているところです。

本年の４月に警察庁からもそういった訓練を徹底す

るようにとの指示があり、訓練をしていますし、そ

れに基づきまして当県でもちょうど各交番において

訓練をしているところでした。訓練の内容は、詳細

には申し上げることはできませんが、１つ目は基本

訓練ということで、拳銃を奪取されないために相手

との位置関係であるとか、拳銃どりと言い、相手が

腰に向けて手を伸ばしてきたときに、それをどうや

ってかわすかという離脱技を訓練しています。これ

が基本訓練となります。それと、室内での職務質問

等の際に、拳銃を奪取されないための相手との間合

いだとか、勤務員の連携について訓練をしています。

更に、今回の交番の事案もそうなのですが、室内で

の、狭い場所での訓練ということで、例えば地理享

受を受けるとか、そういう形で来た方が交番の中で

対応した警察官の拳銃を奪取しようとした際の制圧

の仕方などについて逮捕術を活用して対応するとか、

勤務員との連携についての訓練は重ねています。

薄井司委員（分科員）

警察ではいろいろな形で訓練をしているが、今回

の犯人はある意味計画的な部分があったというか、

そういう訓練された人が交番を襲ったという感じが

あります。今回の事例があって、今まで以上にそう

いうことが起こり得る可能性がまた出てくるのかと

思っています。全国的に警察庁からいろいろな指示

が出されると思いますが、そういった中で秋田県が

これから起こり得る対策について、今後県独自のや

り方もあるのかという思いがありますが、その辺は

どうでしょうか。

生活安全部長

全国でもいろいろなパターンのこういう事案が発

生していますし、また県内におきましても今委員が

おっしゃったとおり、どういった事案が出てくるか、

分かりませんので、それぞれの勤務員から例えば危

険を感じたときなど、いろいろなケースを集約して

今後の訓練等に生かして、こういった事案がないよ

うに対策をとってまいりたいと思います。

委員長（会長）

ほかに富山交番襲撃事件に関して、質問はござい

ませんか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

ほかに所管事項でなにかございませんか。

北林康司委員（分科員）

東京で船戸結愛ちゃんという方の虐待死といいま

すか、大変かわいそうな事件（目黒虐待死事件のこ

と）があったわけですが、児童相談所と県警との関

係はどのようになっているのか教えていただけます

か。

生活安全部長

児童相談所と県警察の関係ですが、まず基本的な

ことから申し上げますと、平成２８年度から県内３

カ所の児童相談所に警部１人、警部補２名を出向さ

せまして様々な事案についてお互いに連携がとれる

よう取り組んでいます。それから、情報共有に関す

る協定を今年の３月に県の健康福祉部長と生活安全

部長で締結しています。こういったこともあり、現

在当県では児童相談所との連絡はスムーズにいって

いるものと考えています。

北林康司委員（分科員）

それは、部長、例えば小さなことと言えば変です

が、少し問題がありそうだという話でもほとんどが

警察まで上がって来るものですか。

生活安全部長

今回協定を結んだことによりまして、細かい内容

まで連絡し、相互に情報共有する体制もとっていま

すが、主なものは児童が虐待に遭った場合の警察か

らの児童相談所への通告を これは年々増えてい

るのですが、これが児童相談所に通告された後にど

ういう対応になっているかも踏まえて連携を図って

いるところです。参考までに申し上げますと、児童

相談所への通告の件数は、平成２９年の場合は

２６６人で、前年よりも７９人の増加となっており、

非常に増えています。また、本年の５月末の数字を

申し上げますと、通告した総数が１４９人であり、

前年の同時期と比べますと６３人の増加となってい

ます。なぜ増えたのかと申しますと、以前は心理的

虐待についてはそれほど件数はありませんでしたが、

去年辺りから心理的虐待、子供さんの面前で御両親

がけんかをして、ＤＶ（ドメスティックバイオレン

スのこと）に発展する事案や通報はされたが、ＤＶ

事案ではなかったというものもあり、こういった件

数が大変増えております。今年の５月時点では３８

件の増加となっており、昨年とおととしを比べます

と７５件の増加となっています。こういったＤＶや

ＤＶと関連があるものを含めまして、児相（児童相

談所のこと）と県警察で内容について連携をとるよ

うにしています。

北林康司委員（分科員）

詳しく話をしていただいて、ありがとうございま

した。そうすると、県警の出番はどういう形なので

すか。大きな事故が起きてしまってから逮捕とかあ

るが、必ずしも全部の事案に出ていくことはあり得
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ないわけですよね。その辺が我々素人は分からない

のです。

生活安全部長

児童福祉法と児童虐待の防止等に関する法律が改

正されて、児童相談所が児童虐待が行われていると

疑うときは臨検、捜索等を行うことができることに

なっています。また、そういった場合に児童相談所

は警察署長に対して援助の要求もできます。これに

より、児童の生命又は身体の安全を確認し、又は確

保するため必要があるときは速やかに警察官が援助

に応じて対応することになっていますので、その点

でも連携は図られているものと思います。

北林康司委員（分科員）

では、ある程度細かい話にしも、ほとんどは警察

に連絡があると解釈してよろしいですか。

生活安全部長

そのとおりです。今委員がおっしゃったとおりで

すが、もう一つ、児相と市町村と警察が連携する要

保護児童対策協議会があります。これは３者が集ま

って、年間６回程度、各警察署ごとの単位で会議を

開いて、警察で通告したものについてどういう対応

がとられているか、児相がどういう対応をしている

か、あるいは市町村がどういう対応をしているかそ

れぞれ情報交換をすることになっていますので、今

委員が御心配されているような細かい点までも確認

できることになっています。

北林康司委員（分科員）

小学校、中学校になりますと児相の手から離れて

いく話になるのでしょうか。

生活安全部長

小学生、中学生でも児童相談所で対応することに

なっています。

北林康司委員（分科員）

それと、もう一つ、いじめの問題があります。い

じめでも大変不幸な事件がたくさんあり、自殺にま

で至ってしまう話があるのですが、学校とはそうい

うことについての話合いの場を持っているものです

か。

生活安全部長

学校でのいじめに関しましては、スクールサポー

ターという制度がございまして、各学校に配置され

ています。いじめに関する相談等は、そのサポータ

ーが対応することになりますが、場合によっては警

察に情報提供されることになっています。

北林康司委員（分科員）

たまたま本県は余りそういう事例がなくて大変よ

いと思う反面、結果的に新聞等で見るしか分かりま

せんが、大変不幸な状況になって、何でもっと早く

という 神戸の例を見てみても教育委員会が隠す

とか、ともすれば学校側も隠すことがこれまでも大

変多かったわけです。本県でも例えば能代でいじめ

があった件で、今も引き続き調査しているところも

ありますが やはり学校側は隠しますか、そこは

分からないですか。

生活安全部長

学校側の対応につきましては、決してそのような

ことはないとは思いますが、警察といたしましても、

その地域の保護者や地域の方々からいろいろ情報収

集する中で、そういう事案を把握して、学校側に情

報提供するなどして対応してまいりたいと考えてい

ます。

渡部英治委員（分科員）

もう一点だけ簡潔に伺います。大関委員から県内

調査の話がありました。やはり湯沢、横手、鹿角、

北秋田の警察署長からいろいろ話を聞いていると、

すごく犯罪抑止力が向上しているという印象を受け

たのです。それから、例えば熊対策でも独自のアイ

デアを持ってやっているのです。ただ、少し懸念さ

れるのは、件数は減っていますが、依然として後を

絶たないのは特殊詐欺の対応です。この特殊詐欺は、

最近は高齢者だけではなく架空請求も含めて若い人

も被害に遭っています。向こうもいろいろ、あの手

この手で来ますので、警察も相当対策を練って重点

的に取り組んでいると思うのですが、やはり何か秋

田県として、いろいろ高齢者に対しても周知をして

いますが、今何か独自に考えている取組はないです

か。

生活安全部長

特殊詐欺につきましては、今委員がおっしゃった

とおりある意味抑止効果が働いている部分もありま

すが、やはり件数、被害金額とも昨年よりは増えて

いる状態にあります。以前から水際対策や物理的防

止対策等をやってまいりましたが、特殊詐欺につき

ましてもいろいろ手口が変わってきています。最近

は、電子マネーを使った特殊詐欺等も増えています

ので、昨年からですが、注意喚起シートというＡ４

判のラミネート加工したシートを作りました。これ

は「電子マネーギフト券の番号を教えてという話は

詐欺です」だとか、あるいは裏面に「宅配便で現金

を送ってという話は詐欺です」という文言を記載し

て、県内のコンビニ約４５０店舗全てに配っていま

す。店員の方々がそういう電子マネーを購入しよう

としたお客様に対して、「今こういうのがあるので

注意してください」という働き掛けをしています。

それでもまだいろいろ電子マネーを使った被害がご

ざいました。更に本年３月には、ゼロ予算で研修用

のＤＶＤを作成しました。これには、生活安全部企

画課員が出演しまして、県内のコンビニをお借りし

て、様々な特殊詐欺の文言、注意喚起の言葉、具体

的な手口や声掛けの要領を全部ＤＶＤの中に盛り込



- 11 -

んで全コンビニ４５０店舗に配布しています。これ

は、店長さん方から従業員に教養していただいたり、

コンビニの店長さん方に集まっていただいて警察官

が教養するという取組もしています。更にもう一つ、

本年６月に電子マネー被害防止封筒というものを作

成いたしました。これにつきましては、こういう秋

田犬の付いた封筒 委員長、済みません、これを

委員の皆さんにお配りしてもよろしいですか。

【「答弁ちょっと長い」と呼ぶ者あり】

生活安全部長

済みません。これ

委員長（会長）

では配ってください。

生活安全部長

この封筒をコンビニで配って、電子マネーをこれ

に入れ、購入したお客さんに渡す際に注意喚起を促

す形で１８万枚作成し、県内各店舗に３００枚ずつ

配布しています。

渡部英治委員（分科員）

分かりました。水際対策としてコンビニに配ると

思うのですが、せっかくこういうものがあるのであ

れば、例えば一般の老人クラブなどに講習などもや

っているとのことなので、そこで配ることも検討し

てみたらいかがですか。

生活安全部長

県内各警察署で高齢者対策等も含めて、そういう

活動をしていますので、その際にこういったものを

活用して取り組んでまいりたいと思います。

大関衛委員（分科員）

答弁は簡潔にお願いします。聞かれたことだけお

答えしていただければありがたいです。よろしくお

願いします。

最近よくこういう事案があります。いわゆる振り

込め詐欺で、家の電話番号をどうやって入手してい

るかというのがあるのです。それからＤＭ（ダイレ

クトメールのこと）。これは、秋田県が親切過ぎる

のかどうか分からないですが、個人の住所や電話番

号が載ったものが相当多数出ているということなの

です。これは、ＮＴＴだけではなくて、小さな町村

で、町内の住宅地図のような感じのものを作り全て

出ているのです。生活安全部ではこれをどのぐらい

把握していますか。ＮＴＴの電話帳以外に個人の住

所や電話番号、住宅地図まで出回っているでしょう。

かつていろいろな商店街や商工会（商工会議所のこ

と）が作ったものが多分出回っていると思うのです。

それから、子供が生まれたときに地元紙などが誕生

日おめでとうということで、住所を書いているので

す。それが高校を出るまで、昔の住所でＤＭが来る

のです。だから、未然に防ぐという観点で、そうい

う不特定多数の人の目に触れるようなものは少し制

限すべきだと思います。いろいろやっていると思う

のですが、この件に関しては把握していますか。把

握していなければ、今後検討して、はやり個人情報

保護の観点から、私は相当厳しく規制するべきだと

思いますがいかがですか。親切でやっているのだが、

我々のプライベートが全部出ている。例えば県議会

の県民手帳だってそうでしょう、私らの住所は全部

分かるでしょう。都道府県によっては住所は出てい

ないところもあるわけです。部長は生活環境部にい

たこともあると思うのですが、こういうことを一例

として、検討したことはありますか。

生活安全部長

詐欺グループ等がネット等で情報収集したものが

広まって被害に遭った場合は把握していますが、今

委員がおっしゃった、一般に出回っている名簿等の

内容につきましては、個人情報保護等もございます

ので、それは配布する側がそういったところに配意

してやるべきものであろうかと思います。今現在私

どもでそういったものがどれぐらい流出しているか

ということまでは残念ながら把握しておりません。

大関衛委員（分科員）

是非、部長は前に人事交流で生活環境部にいたこ

とがあるので、そういうことこそ警察本部だけでは

なくて、知事部局と協力してやったほうがよいと思

います。まず、とにかく個人情報があってないよう

な、親切心で配っているのだが 例えばＮＴＴは

今個人の電話帳は配らなくなったではないですか。

ところが、小さい自治体に行くと、まだ配っている

のです。そうすると、この住宅地に誰がいて と

にかく住所から電話番号まで分かるわけだから、悪

用しようと思ったらこれほど重宝なものはないわけ

です。それは、地元紙はやめましたが、かつては誕

生日おめでとうということで、どこの誰の長男さん、

次男さんと載せていました。それがあるから高校卒

業するまでダイレクトメールが来るわけです。だか

ら、そういうのを先ほど来いろいろな各協議会を開

いてそういうところから未然に防いでいかないとな

かなか抑止力にはならないでしょう。生活安全部長

は詳しいでしょうから、そこら辺やはり知事部局と

打ち合わせをして未然に防ぐのは必要だと思います。

私らの県民手帳だってそうではないですか。県議会

議員の住所、電話番号が全部載っているわけです。

載っていない都道府県もあるのです。ですから、是

非検討してもらいたいと思います。

生活安全部長

ただいま委員がおっしゃったような事例は多数ご

ざいます。この先大変懸念されるところですので、

県とも連携とりながら考えてまいりたいと思います。

委員長（会長）

委員の皆さんにお諮りします。続きを昼を挟んで



- 12 -

やるか、それとも今このままもう少し続けていくの

か判断したいと思います。続けて審査をやったほう

がよろしいですか。

【「やったほうがよい」と呼ぶ者あり】

薄井司委員（分科員）

県内調査で先月鹿角に伺いしましたが、クマップ

（クマの出現場所を地図に表したもの）というもの

を作っていて大変すばらしいという印象を受けまし

た。これにより一定の熊のルートが分かるのかとい

う思いをしてきたのですが、こういうクマップは、

全県的に作られているものですか。

生活安全部長

手短に答えたいと思います。毎日のように警察に

は熊の目撃情報が参ります。この情報を県の自然保

護課に提供しまして、自然保護課で県のホームペー

ジに目撃箇所等を載せています。

薄井司委員（分科員）

ペーパーは配布していないのですね。例えば鹿角

の場合はマップを配布していたように 配布はし

ていないのでしたか。作っても住民が分からないと

何も意味がないのかと思うのですが、その辺はどう

ですか。

生活安全部長

熊の出没件数は、やはり鹿角が一番多く、毎日資

料にして配るのは、なかなか難しい感じもします。

先ほど申しました県のホームページを見ていただき

ますと日々更新されています。最も目撃されている

場所がどこなのかが一目瞭然となっていますので活

用していただきたいと思います。

薄井司委員（分科員）

もう一つ、先ほど北林委員からもありました児相

の関係で伺います。いろいろ児相と協力しながら事

案に取り組んでいるというお話でしたが、例えば警

察が行ういろいろな巡回の中で、いじめの問題や虐

待の問題を発見し、逆に児相に報告した事例はあり

ますか。

生活安全部長

先ほども申し上げました通告というのが、まさし

く警察で把握したものです。警察が１１０番やいろ

いろな届け出を県民から受けまして、それをケース

によっては児相に通告する流れになっています。

薄井司委員（分科員）

巡回も含めてですか。

生活安全部長

当然警察官の巡回連絡やパトロールの中で子供の

泣き声などが聞こえ、確認したり、一般県民からそ

ういう届け出があれば、すぐその場に行って子供の

安全を確保するということになりますし、万が一虐

待等であれば、これはもちろん安全確保の措置をと

るとともに児相に通告することになります。

薄井司委員（分科員）

話は変わるのですが、今イージス・アショアの問

題が取りざたされています。防衛省からは県警やい

ろいろな関係機関にテロ等防止に関して協力を依頼

する内容で説明がありましたが、県警としては、そ

ういう場合にどういう協力体制がとれるのか、今後

の課題だと思うのですが、どういうことを想定しま

すか。

警備部長

イージス・アショアは、現時点では報道の範囲内

ではまず、配備の計画があると認識しています。仮

に配備が具体的になれば、警察としては重要な施設

であるという認識を持って対応することになろうと

思います。

北林康司委員（分科員）

古屋生活安全部長から先ほどいろいろ詳しく教え

ていただいたのですが、県によっては児相と警察と

の情報共有の話がいろいろもめているところもある

らしいですね。例えば東京都なんかはうんぬんとい

う話もあり、あるいは茨木県や高知県は既に全県で

情報共有をしていると。要するに先ほどからずっと

部長の話を聞いていると、秋田県では全県で情報共

有しているという認識でよいわけですか。

生活安全部長

その全県共有という言葉を制度として書いた言葉

はないので申し上げにくいのですが、当県の場合は

それに近い状態でやっているというのが実情です。

北林康司委員（分科員）

全県共有に近いと解釈してよいということですね。

髙橋武浩委員（分科員）

確認なのですが、６月１７日の日、地元紙に交差

点の標識が分かりにくいという投稿があったのです。

把握されていると思うのですが、能代市芝童森の国

道７号線と１０１号線の交差点です。能代市内から

行くときは３車線で、左折、直進、右折となるので

すが、その交差点を挟んだ向こうは片側１車線なの

です。特に県外ナンバーの車両だと思うのですが、

左側の車線で左折若しくは直進できるということで、

交差点内でうろうろしているような事案が結構ある

ということでした。私も現場を確認したら、路面標

識だけ手前と直前にあるだけで、看板は国道７号線

の高速道路の入り口の標示だけなのだが、やはりあ

そこに矢印のちょっとした看板を足すとか、手前に

秋田市内によくあるような「左折だけですよ」とい

う感じの矢印があったほうがより安全だと思うので

す。いずれ少し危険だという声が県民から結構多く

聞かれましたので、そういったものに対してどうい

う対応をするのか教えていただければと思います。

交通部長

今委員から御指摘があった交差点につきましては、



- 13 -

北羽新報に記載されていたと把握しています。この

交差点の道路標示、直進矢印、右折、左折でありま

すが、道路標示事業につきましては、能代警察署管

内で本年の工事事業の中に入っており、既に発注し

ています。工期は、今年の９月中旬までとなってい

ますが、できるだけ速やかに対応したいと考えてい

ます。道路標示につきましては、道路、方向別の通

行区分、実線があるわけですが、その中に矢印が３

つございます。更に手前のほうには予告矢印という

ことで、点線、波線の直進、右折の矢印が４カ所あ

るわけですが、これがはがれておりまして、視認し

にくいということで速やかに対応したいと考えてい

ます。

また、案内標識、規制標識につきましては、至る

何々というのは道路管理者の看板でございますが、

右折、直進矢印の標示につきましては警察の担当で

すので、その看板に併せて標示は可能なのか、また

更に手前に可能なのか、それも道路管理者とまた検

討したいと考えています。

髙橋武浩委員（分科員）

その辺を協議しながら、現地の状況を確認すると、

やはり矢印があったほうが分かりやすいのです。秋

田の場合は、直進もできるし、左折もできるという

道路があるのだが、あそこの状況は左折しかできな

いから、矢印があったほうがより安全かと思います。

冬期間になると、どうしても路面標示だと見にくい

部分があるので、そこら辺を少し検討していただけ

ればと思います。

あともう一つ、同じような変則的な交差点、県内

にもあろうかと思うのですが、その辺も確認、把握

しながら、対応、対策してもらえればと要望してお

きます。

委員長（会長）

ほかにございませんか、よろしいですか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

以上で警察本部関係の所管事項についての質疑を

終了します。

本日はこれをもって散会し、あす７月３日、火曜

日、午前１０時に委員会及び分科会を開き、教育委

員会関係の付託議案の審査を行います。

散会します。

午後０時７分 散会
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平成３０年７月３日（火曜日）

本日の会議案件

１ 議案第１３７号

平成３０年度秋田県一般会計補正予算（第２

号）（教育委員会の関係部門）

（趣旨説明・質疑）

２ 議案第１４９号

秋田県立特別支援学校設置条例の一部を改正す

る条例案 （趣旨説明・質疑）

３ 請願第２号

義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める

意見書の提出について （現況説明・質疑）

４ 請願第７号

秋田県高等学校再編計画の見直しの検討につい

て （現況説明・質疑）

５ 請願第１１号

高校生への給付制奨学金の確立を求める意見書

の提出について （現況説明・質疑）

６ 請願第２２号

教育現場において、乳がんについての知識の普

及・啓発を求める請願について

（現況説明・質疑）

７ 請願第２４号

国の教育予算を増やし「高校無償化」を推進す

るよう求める意見書の提出について

（現況説明・質疑）

８ 請願第２５号

特別支援学校での児童生徒の障害の多様性に応

じた最低限のガイドラインを設けることを国に求

める意見書の提出について （現況説明・質疑）

９ 教育委員会関係の付託案件以外の所管事項

（趣旨説明・質疑）

本日の出席状況

出席委員（分科員）

委 員 長（会長） 菅 原 博 文

副委員長（副会長） 髙 橋 武 浩

委 員（分科員） 北 林 康 司

委 員（分科員） 大 関 衛

委 員（分科員） 渡 部 英 治

委 員（分科員） 薄 井 司

書 記

議会事務局議事課 飯 坂 諭

議会事務局政務調査課 髙 橋 健

教育庁総務課 川 田 悟 志

警察本部警務部総務課 高 岡 義 明

会 議 の 概 要

午前９時５９分 開議

出席委員（分科員）

委 員 長（会長） 菅 原 博 文

副委員長（副会長） 髙 橋 武 浩

委 員（分科員） 北 林 康 司

委 員（分科員） 大 関 衛

委 員（分科員） 渡 部 英 治

委 員（分科員） 薄 井 司

説 明 者

教育長 米 田 進

教育次長 太 田 政 和

教育次長 眞 壁 聡 子

総務課長 今 川 聡

総務課施設整備室長 保 坂 一 美

教職員給与課長 嵯 峨 要

幼保推進課長 鈴 木 和 朗

義務教育課長 石 川 政 昭

高校教育課長 渡 部 克 宏

特別支援教育課長 小 林 司

生涯学習課長 中 山 泰 幸

生涯学習課文化財保護室長 近江谷 正 幸

保健体育課長 高 橋 周 也

福利課長 髙 橋 忠太郎

委員長（会長）

ただいまから、本日の委員会及び分科会を開きま

す。

初めに、定期人事異動に伴い執行部説明者に変更

がありましたので、新任の説明者の紹介をお願いい

たします。

教育長

【石川義務教育課長、渡部高校教育課長、中山生

涯学習課長、高橋保健体育課長、髙橋福利課長の

順に紹介】

委員長（会長）

それでは、教育委員会関係の議案の審査を行いま

す。

議案第１４９号を議題とします。

なお、分科会では議案第１３７号のうち、教育委

員会の関係部門について、審査を行います。

教育長の説明を求めます。

教育長

【部局関係説明書により説明】

委員長（会長）

初めに予算関係の審査を行います。

関係課、室長の説明を求めます。
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総務課施設整備室長

【補正予算内容説明書により説明】

義務教育課長

【補正予算内容説明書及び提出資料により説明】

高校教育課長

【補正予算内容説明書及び提出資料により説明】

生涯学習課長

【補正予算内容説明書及び提出資料により説明】

委員長（会長）

以上で説明は終了いたしました。

ただいまの説明に関する質疑を行います。

質疑は、前半の施設整備室と義務教育課の２つか

ら先に行いたいと思います。

北林康司委員（分科員）

義務教育課の予算ですが、効果的な指導方法の開

発とか優れた授業実践と校内研修の取組とあります

が、要するに従来もやってきたのに更に研究等々重

ねていくという話でしょう。そうでないと何となく

今まで何もしていなかったという話になりかねない

から。

義務教育課長

そのとおりです。学習指導要領が変わったことが

ありますので、それを踏まえてこれまでの取組を見

直しつつ、改善していこうというものです。

大関衛委員（分科員）

もう資料は読んできたので、いきなり質問させて

もらいます。拠点校及び協力校の選定はどのように

して決めたのですか。

義務教育課長

市町村と協議をしまして、効果が一番得られるよ

うな学校を選定したところです。ただ、拠点校とは

なっていますが、例えば大館市の場合は拠点校を設

けつつも、全ての学校をまず対象として実際研究授

業を行うなど、そういった体制を整えているところ

です。

大関衛委員（分科員）

これは、全部の市町村に公募したのですか。

義務教育課長

公募というよりは、まずこの事業を実際運用して

いただける市町村がないか、こちらで幾つか候補を

挙げてやりとりをする中で決定したところです。

大関衛委員（分科員）

ですから、どういう基準でその市町村を決めたわ

けですか。その辺がちょっと分からないのです。

義務教育課長

例年学力向上フォーラムというものを行っており

まして、それが今年度は大館市、来年度は県南の大

仙市ということで、その開催地の中から選定したと

ころです。

大関衛委員（分科員）

だから、その辺は決めるときにある程度透明性を

持たせなければならないので、やはりそういう説明

はあったほうがよいです。資料を見ただけでは分か

らなかったので聞きました。全県で公募して選ばれ

たのがここなのかと思ったのです。だから、そうい

う理由をやはり委員会資料に書くようにお願いしま

す。

義務教育課長

分かりました。

北林康司委員（分科員）

キャリアアドバイザーと就職支援員は、どこがど

う違うのですか。

委員長（会長）

北林委員、前半、後半と質疑を分けてやります。

よろしいですか。

ほかにございませんか。

渡部英治委員（分科員）

大関委員とダブると思いますが、この義務教育課

の新たな事業である「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善充実事業ですが、今、石川

課長からの説明を聞いて私もそういうことかと分か

ったのですが、事業の拠点校と協力校だけ見ると、

やはりたまたま何か集中している感じがしたのです。

市町村という話が出ましたが、地元の学校側は受け

入れをきちんと分かっているのですか。

義務教育課長

市町村のほうで学校長等ときちんと連絡を取りな

がら、「こういったものがある」ということを認知

していただいています。

渡部英治委員（分科員）

その辺は、実際に事業を展開するときに、今みた

いなことをやはりきちんとお願いします。それから

この事業があることで教師の多忙化などに影響はな

いとは思うのですが、ないように対応してほしいと

思います。

義務教育課長

そういった面の配慮やこれまでの財産を生かしな

がら事業を進めてまいりたいと思います。

渡部英治委員（分科員）

施設整備室長に確認しますが、大曲農業高校改築

後の影響調査は、いつごろ実施予定ですか。

総務課施設整備室長

工事をする前に事前調査をしておりまして、工事

が３月に完了した後に事前調査を実施した家屋に対

しては、影響がなかったかどうかをアンケートとい

う形でお聞きしています。そうした中で、影響があ

ったというお返事もありましたので、今回予算化し

ていますが、予算が成立すればなるべく早い時期に

調査は開始したいと考えています。

渡部英治委員（分科員）
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たまたま大仙警察署に続いて、同じ道路をはさん

で向い同士で新築、改築になったわけですが、あそ

こは通学路になっていますから、工事車両の出入り

とか、安全面でいろいろ住民から大分心配の声があ

ったわけです。その辺の対応は当然今もまだやって

いますが、そういったことも含めて、周辺の安全対

策は関係ないのですか。

総務課施設整備室長

今回の調査につきましては、周辺の家屋あるいは

塀等も含めまして、工事による振動あるいは工事車

両が通ったことによる影響等も含めての調査という

ことにはなります。

委員長（会長）

ほかにございませんか。

薄井司委員（分科員）

義務教育課にお伺いします。主体的・対話的で深

い学びについてでありますが、一般の県民に向けて、

主体的、対話的とはどういうことか分かりやすく説

明するとすれば、例えばこういう授業が増えるとか

減るとか、そういったことなのですか。

義務教育課長

この主体的・対話的で深い学びというのは、今回

の学習指導要領でこういった力を持った子供を育て

るために、そういった授業を展開していきましょう

という視点の一つであります。ただ、本県の場合、

秋田型の探究型授業をこれまでもやっておりまして、

その中で自分で課題を見付けて、見通しを持って解

決していく。そして、人、ほかのクラスメートや先

生、資料などとかかわって考えを更に深めたり作り

上げていく授業を実施しております。この学習指導

要領がねらっている内容は、既に秋田県とすればこ

れまでも実施していた授業の取組で、その部分を少

しずつ整理しながらやっていくことになります。新

たなものが増える形ではないと捉えています。

薄井司委員（分科員）

そうすれば今回先進校を視察をする予算が盛られ

ているのですが、まだまだ先進校はあるのですか。

義務教育課長

今回この公募に当たり、全国から３８件の申請が

あり、そのうちの８つが採択されたと聞いています。

ただそれは、都道府県、市町村あるいは大学からの

申請もあったということです。様々な視点での取組

が考えられますので、まだどこかというところは選

定しておりませんが、秋田県にはない取組もあると

思います。そういったところを選定できればよいの

ではと考えているところです。

薄井司委員（分科員）

今８月から一応１０月までという予定で、予算を

盛られていると思うのですが、そうすればこれから

その先進地を選定するということですね。

義務教育課長

そういうことになります。その前に補足になりま

すが、県としての取組について、どういう取組をし

ていくかという実践協議会もこの後開いてまいりま

すので、そういった人達の意見も踏まえつつ、どう

いった先進地を選定するのかを整理していきたいと

思います。先進地がどこかという資料が今手元にあ

りませんので、それを見ながらこの後考えてまいり

たいと思います。

薄井司委員（分科員）

そうすれば、今回この予算に盛り込んだ旅費等に

ついては、どういう積算の仕方をしているのですか。

義務教育課長

派遣する人数がどれくらいかということと、主に

申請しているのは関東圏が多い記憶がございますの

で、そういった辺りで積算した経緯がございます。

薄井司委員（分科員）

内容は分かりましたが、余りにも何か漠然とした

予算という感じを受けるのです。ある程度行き先を

頭に入れて積算のしたのではないのですか。

義務教育課長

実は申請したのが昨年度でありまして、具体的に

どういった地域が申請しているかという資料が手元

にございませんでした。そういった経緯もございま

して、この後早急に整理して考えたいと思っていま

す。

薄井司委員（分科員）

派遣される人についてもこれから協議会の中で決

定していくということでよろしいですか。

義務教育課長

派遣する者につきましては、関係の指導主事や実

際の拠点校の教員が参考になるかと思いますので、

そういった部分はあらかじめ想定しています。

薄井司委員（分科員）

最後ですが、今後もこの事業は実施されていく予

定なのでしょうか。国との絡みもあると思いますが、

その辺はどうなのですか。

義務教育課長

この事業自体が平成３０年度と平成３１年度の２

年間を想定した事業になっています。予算は単年度

ごとに申請になりますが、まず２年ということです

ので、そこを一区切りとして考えているところです。

委員長（会長）

ほかに前半部分について質問はありませんか、よ

ろしいですか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

次に、高校教育課、生涯学習課関係の質疑を行い

ます。

北林康司委員（分科員）
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キャリアアドバイザーと就職支援員の違いとして、

片方（キャリアアドバイザー）は大学並びに専門学

校卒業後の県内就職の促進ということで、従来はな

かったのかもしれませんが、果たしてこれがどれほ

どの効果を上げるかは少し懸念、疑問視するところ

がある。少し所感的な話になるかもしれませんが、

米田教育長、今もやっていると思うのですが、知事

や教育長が一緒になって、商工会やいろいろな団体

に毎年要望をしていますね。あれは、私が昭和６２

年に議会に来たときでしたか、翌年か、その次の年

でしたか、当時の佐々木喜久治知事に高校生を何と

かしてほしいということで、「知事がみずから頭を

下げて歩きなさいよ」と言ったら、「分かりまし

た」と言ってやっているのですが、それが恐らく

３０年間続いていると思うのです。中身的にはどう

変わったのかは私はよく分かりませんが、一つには

やはり秋田県は零細中小企業で、なおかつ同族企業

が多い中で、例えば２０年いたら人生設計がどうな

るとか、３０年いたらどうなるのかを会社案内やパ

ンフレットの中に入れて作っているのかどうか。教

育長は見たことがありますか。秋田にいて２０年、

３０年働いたらどのようなポストに就けるとか、給

与水準はこうなるとかというものは余りないのでは

ないかと思います。そうすると例えば給与が今一時

的に東京のほうが高くても、「秋田における物価や

土地代などいろいろなことを考えたときに、将来設

計が立ちますよ」というくらいのものを説明してく

れるようなものがないと 専門学校はおかげさま

で卒業後、８割以上、場合によっては１００％のと

ころもありますが、地元に就職してくれているので

す。だが、そういうところですら給与の問題があり

ますので、私はそこの団体の長に「給与を上げなけ

れば、みんなよそへ行ってしまうぞ」と言っている

のです。やはりそういうものをキャリアアドバイザ

ーの皆さんや就職支援員の皆さんに頑張ってやって

いただいて、そこに無理して入ったとしても こ

の間もハローワークの所長が私のところに説明に来

ました。やはり二、三割は離職率があり、高いとい

う感じなのです。だから、そういうものが見えるよ

うな形に何とか皆さんのほうから 皆さんの担当

ではなく産業労働部なのかもしれませんが、そうい

うものを作ってくれるようにやっていかなければ将

来の見通しが立たないわけです。今の若い人たちは

給料がほどほどでも休みがあればいいと言いつつも、

やはり将来の設計を立てるとすれば、その辺が目に

見える形で必要ではないかなと思うのですが、どう

ですか。

教育長

今お話しがあった点については、確かに今までい

ろいろなものも作ってきましたが、例えば給与体系

や長いスパンでいけば、公務員、教員については一

応分かるのですが、一般の企業に関してのそういう

先の見通しまである程度述べた資料は確かにないよ

うな気がします。まず、今回キャリア探究アドバイ

ザーは初めてのケースですので、できればこういう

方々にも少しいろいろな情報を得て、給与等につい

てもある程度先になるとどうなっていくのかという

ことを限度はあるかもしれませんが、オープンにし

ていただけるように、いろいろ調べて、なるべく周

知してもらうようにしたいと思います。

北林康司委員（分科員）

同族企業だから悪いというわけではなくて、現実

に多いことは事実なのです。言葉に出して言ってし

まえばなんですが、やはりそこの子供さんたちはい

きなり帰ってくれば、「はい常務です、専務です、

副社長です」という形になる。しかし一方では、入

社して何年たったら、では部長になれるのかとか、

高卒でも頑張ったら取締役になれるかもしれないと

いうようなものが 私はそこにもう少し重点を置

いていかなければ、企業の皆さんが幾ら「来てくれ

ない、来てくれない」と文句を言ったとしても、な

かなか難しいだろうと思います。そこを思い切って

皆さんの口から言いやすいのか、一遍知事にも話し

てみようと思うのですが、やはりそういうものが是

非具体的に出てくるようなことをしなければ。キャ

リア教育支援員の皆さんが大変頑張って効果が上が

っていることは分かっていますが、そこら辺がない

と 今度はその後の１人、もう１人増やせばよい

とかこの間話があって、実際離職率が２割、３割と

いっていた。だから今度は加えてそのフォローをど

うするかということも考えていかないといけない。

ハローワークの所長が来たとき、かつては国の機関

の委任事務で県の中に入っていたわけですから。こ

れをもう一回私は県の中に入れるべきだろうと思い

ます。でないと、ハローワークや産業労働部、教育

庁で就職率のアップといろいろやったとしても、や

はり他人事なのです。片方では「数字を出せばよい

ではないか」と、もう片方では「皆さんで頑張って

いかなければいけない」と言う、どうも一体感がな

いのではないかという話をしたら、ハローワークの

所長も「そこが正に痛いところですね」という話な

のです。一時もう一遍ハローワークに戻そうかとい

う話があったのですが、そこは国政の問題ですから

難しいとしても、私が今申し上げたようなことを企

業の皆さんと会うときに、是非作ってほしいと思う。

これをやっていただいたほうが効果が出ると思うし、

将来頑張れば、そこまで行けるとすれば、離職率も

ある意味では歯止めが掛かっていくかもしれないと

いうのが私の持論です。

委員長（会長）
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答弁はよろしいですか。

北林康司委員（分科員）

よいです。

大関衛委員（分科員）

単刀直入に、話しますが、きのう少し警察本部の

答弁が長かったので、聞かれたことに何とか端的に

答えてもらいたいと思います。

探究型学習授業とは何なのですか。よく分からな

いです。

高校教育課長

探求的な学習活動はたくさんあるのですが、今回

我々が想定していますのは、個人あるいはグループ

で課題を設定して、それについて例えば調査したり、

データ収集をしたり、実験したりということで、そ

の課題を追求して結論を出していく一連の研究活動

を想定していただければと思います。

大関衛委員（分科員）

県内調査では余り知り得ることできなかったので、

具体的な事例を教えて下さい。どういう事例がある

のですか。

高校教育課長

例えば、地域にかかわる課題としては、それぞれ

の地域の人口減少について生徒が自分なりに追求す

るというテーマもございますし

大関衛委員（分科員）

それは、どこの高校ですか。

高校教育課長

今私が手元で見ていますのは能代高校の例です。

それから、地域の環境問題として、例えば湖沼など

の環境について調査するという課題研究もございま

す。

大関衛委員（分科員）

キャリア探究アドバイザーとはどういう方を配置

するのですか。大学、専門学校卒業後の県内就職の

促進を図るということは、どういった方をイメージ

しているのですか。これから募集すると思うのです

が それとももう決まっているのですか。

高校教育課長

これから募集することにしています。地域や地域

の企業あるいは産業経済に通じている方をまず想定

しています。具体的には、大卒以上の方で企業ある

いは行政などの経験者を想定しています。

大関衛委員（分科員）

報酬は年間どのぐらいですか。

高校教育課長

月１８万円で、７.５カ月分を考えています。

大関衛委員（分科員）

今度工業高校の就職支援員の説明の中で、比較的

県外の就職者が多いということですが、大体どのぐ

らいなのですか。

高校教育課長

実は、工業高校も含めた全ての高校の県内就職率

は６６.９％ですが、工業高校等につきましては

５１％となっています。工業高校全体としては、県

内就職が低い状況になっています。工業高校等は全

部で９校ございますが、そのうち４校については既

に就職支援員を配置しています。残り５校の中で、

男鹿工業につきましては県内就職率が比較的高く、

残りの４校について一層努力が必要ということでこ

のたび就職支援員の配置をお願いしています。

大関衛委員（分科員）

先ほど北林委員もいろいろ皆さんにアドバイスを

していたのですが、工業高校卒業後、県外就職が多

い要因は何なのでしょうか。

高校教育課長

いろいろ考えられるところはありますが、まず１

つは、工業高校の場合、みずからの専門性を磨くこ

とを非常に重視しております。そのため自分の専門

を生かした就職先が県内になかなかない、あるいは

あっても少ないという場合、どうしても県外に流れ

ていく傾向がございます。それから、県外の非常に

有力な企業のほうで本県の工業高校の生徒は非常に

評価が高いところがございまして、そういった企業

から毎年のように求人を頂いているつながりとか、

そういう要因が考えられるのではないかと思ってい

ます。

大関衛委員（分科員）

先ほど北林委員からお話しがありましたが、給与

のことは何か精査していますか。

高校教育課長

今詳しい資料は手元にございませんが、やはり比

較的押しなべて県外の企業のほうが待遇、その他が

非常によい状況であると思っています。

大関衛委員（分科員）

ですから、やはりそこに行き着くわけです。例え

ば今うちの地元ではダム建設が始まっているのです

が、多分横手清陵高校などはどんどんそういうスー

パーゼネコンに就職して、地元の建設業には２年間

募集しても誰も来ないという状況なのです。だから、

こういうものは皆さん方は、ややもすれば理念的に

捉えているのですが、やはり現状を把握して、その

辺をきちんと精査していかないと、就職支援員の方

も一生懸命頑張っているのだが、実態的に効果が上

がってこないのです。これは、別に教育委員会だけ

でなく秋田県の行政で足りないところなのです。例

えば皆さん方、成瀬ダムの作業員と地元の建設業の

作業員と給料がどのぐらい違うか分かりますか。分

からないでしょう。後ろに座っている高校の進路指

導を担当している方でも分かる方はいないでしょう、

そこなのです。その辺のミスマッチとよく言います
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が、きちんとこの就職支援員の方々もそういった情

報を得て、現場を見て、生徒に納得のいくような説

明をしないと、どう見たって年間６,０００億円も

仕事をやっているスーパーゼネコンに就職しますよ。

教育長そう思いませんか。将来設計を考えたらそう

でしょう。もしかしたら、皆さん方より給料がよい

かもしれない。そこなのですよ。せっかく予算を組

んでやっているのだから、そういう地元の実態や全

国的な企業の状況を秋田県だけでなく、もっと視野

を広げて精査して、よりよい効果が出るようにやっ

てもらいたいです。教育長、最後にいかがですか。

教育長

正にそのとおりでありまして、我々は県内の企業、

小中企業がほとんどなのですが、その魅力をできる

だけ伝えようといろいろやっているのですが、やは

り仕事を選ぶ若い人はドライに考えていますので、

結局生徒は県内と県外とを比較して、待遇等がよい

ところ、福利厚生面でよいと思うところをどうして

も選んでしまう傾向があります。そのことを忘れず

に、県外の情報も集めて比較した上で、それでも長

い目で見れば県内にいるほうがメリットがあるのだ

ということもいろいろ伝えながら、一人でも県内に

就職できるようにしていきたいと思います。

北林康司委員（分科員）

先ほど言い忘れたのですが、私は新エネルギーの

議員連盟の会長をやっており、県内のＤＯＷＡ、三

菱など一流企業との懇談会をやっています。実はあ

の企業の皆さん方はたしか、東京と秋田の中間ぐら

いの給料で採用してくれるのですが、それでも人が

来ないというのです。三菱、ＤＯＷＡにも来ないと

いう現状を見れば、それくらい今や東京から恐らく

県内の工業高校等に相当攻めてきているのだろうと

いう気がします。そういう声が実際にありました。

今年もまた懇談会をやりますが、一方で我々は毎年

８月に東京へ行くのですが やはり企業を誘致し

てくれということもさることながら、ＤＯＷＡ、三

菱でも「県も少しお金を出して新しい事業、会社を

作ってくれ」と言うことで、去年、おととし辺りは

大館市にリサイクルの会社を立ち上げてくれたりし

ていますが、そういうところにも人が来なくなって

きている現状に実はびっくりしたのです。ただやは

り東京へ出たいのだろうと思う。これをやめさせよ

うというのはなかなか難しいのですが、この間委員

会の調査で大館市へ行ったときに、県内企業の「い

とく」さんというスーパーの担当者は、「それで良

いじゃないか、しかし戻ってきたらいつでも受け入

れます。」という形で募集をしてくれているのです。

ですから、先ほど言ったように、フォローを皆さん

がどうしていくというか、「就職が決まったからそ

れでよい、卒業したからよい」ではなく、戻ってき

た人たちや離職した人たちも含めて何とかそれを把

握できるようなものを組織やコンソーシアムを作っ

て、応援していくというやり方をしていただければ、

戻ってきた人たちがしっかりとした安定したところ

に就けるという方法が出てくるだろうと思いますの

で、是非考慮していただければと思います。

委員長（会長）

答弁は。

北林康司委員（分科員）

よろしいです。

大関衛委員（分科員）

また１つアドバイスなのですが、今北林委員から

「いとく」の話がありましたが、戻ってくるほうに

本県は力を入れていないのです。今成瀬ダムの工事

には２００人、３００人もの作業員が来ていますが、

本県出身はほとんどいないのです。岩手県でダムを

建設するときは、岩手県出身の所長さんがいたので

す。あれだけの大企業であれば必ず本県出身者がい

るわけだから、そういった方々に所長や次長で来て

もらえないかというやり方もあるのです。これは、

教育委員会だけでなく、知事にも話しをしますが、

そうやってＵターンを増やしていかないと、あると

ころにブースを作って秋田県に戻ってくださいと言

うよりも、一本釣りと言えば失礼な言い方だが、Ｕ

ターン人口を増やすために、地道な取組を他県では

進めているのです。そういうことをやらないとなか

なか私は人口減少に歯止めが掛からないと思います

ので、せっかく就職支援員やアドバイザーがいるの

だから、是非その辺も少し検討してもらうように要

望しておきます。

渡部英治委員（分科員）

今いろいろ質疑を聞いていますが、やはり人口減

少における社会減を今４,１００人から２,５００人

に半減しようと大命題を打って取り組んでいるので

すから、今回新たに教育委員会としても、今まで一

般質問などで、教育の場としても是非こういった支

援をするべきだと。ようやく腰を上げたなという感

じがします。ただ、配置校が花輪、能代、由利の各

高校というのを見て、キャリアアドバイザーの配置

は、先ほどの義務教育事業の配置と違って、もっと

きちんと地域バランスも考えながら、全域に波及で

きるような考え方はなかったのですか。

高校教育課長

このたび配置を予定している３校につきましては、

生徒のほぼ全員がインターンシップを実施して、先

ほどもお話しした課題研究を全員が実施しています。

このインターンシップと課題研究をほとんど全員が

実施しているという条件が整っているのはこの３校

でありまして、準備の整っているこの３校でモデル

的に取組をしてみたいと考えています。状況を見な
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がら、少しずつほかの地域にも広げていきたいと考

えています。

渡部英治委員（分科員）

その視点も大事だと思いますが、私だったら逆に

キャリア教育が行き届かないところにキャリアアド

バイザーを配置するという視点もあってもよいので

はないかと思います。つまり何を言わんとするかは、

全県下で取り組んでいかないと今の社会減の目標達

成ももちろんできないと思うし、教育というのはあ

る程度均等に浸透していかないとなかなか実現は

効果が全体に波及するのは大変難しくなると思い

ます。したがって、今回の３校でこれから続けてい

く中で、広げていく考えはないのですか。

高校教育課長

この３校の取組の状況等を見ながら、ほかの地域

にも拡大していくことを検討していきたいと考えて

います。

渡部英治委員（分科員）

これは、ほとんど一般財源から出ていますから、

国の委託事業でもないわけです。そういう意味から

いくと、県がいかに力点を置いて重点的に取り組む

のか、月１８万円の報酬が高いか安いかは別にして、

これを拡充する指針は持っておいてもらいたいと思

いますが、その辺はどうですか。

高校教育課長

できるだけこうした取組はいろいろな学校で進め

ていきたいと考えています。

髙橋武浩委員（分科員）

就職支援員についてですが、質疑の内容を聞いて、

今回配置する４校は比較的県内就職率が低いという

ことで配置すると理解していますが、これまで従来

取り組んでいる内容と同じような内容で取り組むの

か、それとも今回は特に力を入れて取り組むのか、

具体的に何かあるのであれば、そこら辺を教えてほ

しいのです。

高校教育課長

これまでの就職支援員は、例えば、就職に関する

情報提供あるいは生徒との相談、それからハローワ

ーク等の関係機関との連携だとか、そういったこと

を中心にしてやってきました。この工業高校４校に

配置する就職支援員につきましては、従来と同じよ

うな業務もあるのですが、更に工業高校ということ

で、工業の専門的な知識、情報にたけている方をお

願いしたいと考えています。また一方で、やはり県

内就職という視点を強く持った指導を是非お願いし

たいと思っています。例えば先ほどもお話しがあり

ましたが、生徒はどうしても表面的な求人票の数字

に引きずられる傾向がありますので、求人票の見方

やその背後にあるもの等を見る力を早い段階から養

っていく指導も我々としては考えています。

髙橋武浩委員（分科員）

この４校の県内就職率について、先ほど数字をお

っしゃっていたのですが、今回これを配置すること

によっておおむねどれぐらいまで上げようとしてい

るのですか。

高校教育課長

現在工業高校全体での県内就職率は５１％であり

ますが、これをできれば６５％程度まで上げていき

たいと考えています。その根拠はといいますと、工

業高校は就職する生徒の数が多いわけですので、工

業高校の県内就職率がアップすると全体の県内就職

率のアップにすぐつながってくることもありまして、

できればそのぐらいを我々としては目指したいと考

えています。

髙橋武浩委員（分科員）

いずれ工業高校のみならず、普通高校も含めて、

県内就職率が上がることは結構なことなのですが、

結果的に一方で就職してから離職する、あるいは転

職する状況も見られますので、離職の状況なども把

握しながら、定着につながるように企業との連携も

深めてもらえればと思いますが、そういった取組な

どはデータを収集してやっているのですか。

高校教育課長

職場の定着につきましては、実は就職支援員のほ

かに職場定着支援員を各地区１名ずつ県内で４名配

置させていただいています。この職場定着支援員の

方々は、１年生、２年生の早い段階から、様々なセ

ミナー等を通じて職業観を育成したり、コミュニケ

ーション力を育成する取組をしていただいています。

そして、離職した生徒について 特に県内で離職

した生徒についての調査研究もお願いしておりまし

て、そういったことを生徒の指導に反映させていき

たいと考えています。

髙橋武浩委員（分科員）

高校教育課だけでなく、義務教育課のほうからも

含めて、県内の魅力ある県内就職につながるような

取組を進めてもらえればと思っています。

委員長（会長）

ほかにございませんか。

薄井司委員（分科員）

将来設計支援事業について伺ますが、これも新事

業ですが、新事業であれば本来であればまず当初予

算に計上するものだと考えてしまうのですが、今の

段階で出てきた理由について教えていただきたいと

思います。

高校教育課長

今回のキャリア探究アドバイザー、それから就職

支援員の配置につきましては、加速化する人口減少

への対応ということで、この６月補正で新たに我々

として考えていることをまず提案させていただいて
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いる状況です。

薄井司委員（分科員）

そうすれば、当初、もう就職活動とかいろいろそ

ういう事業は、新年度から始まらないと いろい

ろな動きは出ているのではないですか。

高校教育課長

本来であれば４月から、特に３年生についてはそ

れが一番理想的な形かと思いますが、就職活動が本

格化するのが夏休み以降あるいは１年生、２年生の

長期的な見通しを持った指導という点では、それほ

ど遅くない時期の活動かとは考えています。

薄井司委員（分科員）

採用される人にもよると思いますが、経験豊富な

方が採用されればそれでも十分対応できると思うの

ですが、昨今の人材の不足の状況を鑑みれば、果た

して今理想どおりにいくのかという不安を少し持っ

ているのですが、いかがですか。

高校教育課長

予算を御承認いただければ直ちに採用の業務に入

りまして、できるだけ早く、夏休み明けには各学校

での業務をスタートできるように努力していきたい

と思っています。

薄井司委員（分科員）

今回一般財源で予算化されていますが、どうして

も通常であれば当初予算でこういう事業をやるべき

と思っていますが、やらなかった理由を教えていた

だけますか。

高校教育課長

特にキャリア探究アドバイザーにつきましては、

実は昨年度までキャリアアドバイザーという非常に

よく似た名前の方々がいらっしゃいました。キャリ

ア教育がそれぞれの学校でおよそ定着してきている

こともありまして、配置は昨年度で終了しています。

今回配置することになりましたキャリア探究アドバ

イザーは、キャリア教育をもう一度県内定着という

視点で強化して進めていきたいという意図で配置を

お願いしているところです。

薄井司委員（分科員）

そうすれば、今後もまたこの事業は、対象校は変

更になるかもしれませんが、継続してやっていく事

業と理解してよろしいですか。

高校教育課長

できるだけ継続した形で進めていければと期待し

ているところです。

委員長（会長）

薄井委員、よろしいですか。

薄井司委員（分科員）

はい。

委員長（会長）

ほかにございませんか。

北林康司委員（分科員）

高校教育課長、配置校について、能代とか由利と

か、あるいは工業高校とかとありますが、例えば花

輪高校は進学者数がどのくらいで、専門学校への進

学者数はどのくらいだとか、できたらその後が分か

るものが欲しいよね。例えば、能代工業は県外就職

何％、県外も県内もできたら職種的なものが分かる

ようでなければ、いつも「５０％です、６０％です、

良かったね」という話で終わってしまって、我々は

どういうところへ行っているかという中身が全く分

からないわけです。大変な仕事かもしれないが、今

はパソコンを使えば、意外とさっと出てくるでしょ

う。もう少し深みのある議論をしていきたいところ

もあるから、是非考えていただきたい。

高校教育課長

資料のほうは準備させていただきたいと思います。

北林康司委員（分科員）

生涯学習課長、県民への障害理解に関する啓発活

動で、全県フォーラムの開催というのは、どういう

ことをイメージすればよろしいですか。

生涯学習課長

全県フォーラムについてですが、障害者関係の団

体や一般の方々も含めて募集をしようと考えており

ます。主な中身としましては障害者理解に取り組む

著名人、そういった方を呼んで講演をするとか、あ

とは障害者団体若しくは特別支援学校の生徒による

発表又は障害者の生涯学習に関するパネルディスカ

ッションを今実施しようと検討を進めているところ

です。

北林康司委員（分科員）

子供のほうが主体ですね。

生涯学習課長

今回の事業については、学校から社会への移行期

ということで、我々としては高等部３年と卒業後３

年辺りをターゲットにしようと考えておりまして、

そこをねらったフォーラムにしようと思っています。

委員長（会長）

ほかによろしいですか。

薄井司委員（分科員）

まず、障害者に対するアンケートの調査先ですが、

特別支援学校の在校生や卒業生を対象にするとここ

に記載されていますが、例えば肢体不自由などいろ

いろな障害を持っている方がいるのですが、どの範

囲でどういうやり方でこのアンケート調査をする予

定ですか。

生涯学習課長

アンケートについてなのですが、対象としまして

は特別支援学校の生徒、卒業生若しくは保護者とい

うことで考えておりまして、対象の障害については、

今回の事業の中では特に限定はしてはいないものの、
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取り組む市町村の状況も踏まえて、知的障害の方々

をメーンとして調査研究を実施しようと考えている

ところです。アンケートの対象をどこまで広げてい

くかは今検討しているところですが、知的障害の特

別支援学校の生徒をメーンとして考えていこうと考

えています。

薄井司委員（分科員）

恐らく特別支援教育課長ともいろいろ連携はして

いると思うのです。アンケートのとり方が私は非常

に難しいのではないかと思っていますが、そこら辺

はまだ煮詰めていないのですか。

生涯学習課長

アンケートの内容については、これから正に詳細

を詰めていく段階ですが、中身としてはやはり生涯

学習活動という視点ですので、下校時以降とか週末、

そういったところの過ごし方でありますとか、障害

者の方々の生涯学習支援に関する具体的なニーズと

してどういうものがあるかというところの詳細を把

握していきたいと考えています。

薄井司委員（分科員）

分かりました。生涯学習は、若い人や年配の人も

含めて幅広いと思うのですが、今回、ここの部分に

目を当てた理由はありますか。

生涯学習課長

今回いわゆる学校からの移行期というところに目

を当てたのは、やはり文部科学省で委託事業という

ことで開始されたところがあるのですが、政府のほ

うでもこれまで障害者の生涯学習という視点を余り

大きく打ち出してこなかったところもありました。

昨年大臣からもメッセージが出ているのですが、や

はりその中でも特別支援学校の卒業後の学びとか、

そういった機会と交流の場がなくなることを不安に

思っている保護者が多いという指摘がありまして、

そういった観点で障害者が生涯を通じて充実した生

活が送れるようにと文科省のほうで開始されたこと

が一番大きな要因かと捉えています。

薄井司委員（分科員）

そうすれば、今回予算計上された理由が、国から

の補助があったことが大前提になっていると私は理

解をするのですが、本来であればやはりこの部分に

ついては今後も継続していく、あるいは対象者を広

げて、現在大人になっている方に対しても、ここま

でやるとすればやる必要があるのかと思うのですが、

いかがですか。

生涯学習課長

御指摘はそのとおりだと思います。我々も今回学

校移行期ということで３年間をターゲットとして取

り組む形になっていますので、その中でモデル事業

の団体も拡大するとか、そういったことも検討して

いこうと考えています。また、そのアンケートの調

査結果でまだ取り組んだほうがよいということがあ

れば、そこはまた研究して拡大していきたいと考え

ているところです。

薄井司委員（分科員）

質問を変えますが、パイロット事業の実施のとこ

ろでなのですが、これは各地区にそれぞれの事業を

全部お金だけ示してやるのか、どういったやり方を

する予定ですか。

生涯学習課長

各事業についてなのですが、具体的な取組自体は

各市で取り組んでいただくのですが、その取り組む

中で連絡協議会というものを開催しようと考えてお

ります。その中には我々県も入りますし、取り組ん

でいる障害者関係の団体や取り組んでいただいてい

る市町村の関係者というメンバーで会議を開催して

いこうと考えています。団体任せにならないように

取り組んでいきたいと考えています。

薄井司委員（分科員）

参考までに、特別支援学校の関係者もそのメンバ

ーには入っていると解釈してよろしいですか。

生涯学習課長

その理解でよろしいと思います。

薄井司委員（分科員）

作品展示については、いろいろな障害者、例えば

知的障害者などを全部ひっくるめた形で作品展示を

やるということでよいですか。

生涯学習課長

作品展示については、特に障害者を問わず募集す

る形を考えています。

委員長（会長）

ほかにございませんか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

次に、議案第１４９号についての審査を行います。

関係課長の説明を求めます。

特別支援教育課長

【議案［１６］により説明】

委員長（会長）

以上で説明は終了しました。ただいまの説明に関

する質疑を行います。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

以上で教育委員会の議案についての質疑を終了し

ます。

次に、請願の審査を行います。

配付しています請願一覧表により、継続審査とな

っている請願から順次、審査を行います。

１１ページをお開きください。

請願第２号「義務教育費国庫負担制度２分の１復

元を求める意見書の提出について」を議題とします。
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現況に変化はありませんか。

義務教育課長

現況に変化はございません。

委員長（会長）

請願第２号について、質問等はありませんか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

１３ページをお開き下さい。

次に請願第７号「秋田県高等学校再編整備計画

の見直しの検討について」を議題とします。

現況に変化はありませんか。

高校教育課長

現況に変化はございません。

委員長（会長）

請願第７号について、質問等はありませんか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

１５ページをお開き下さい。

次に、請願第１１号「高校生への給付制奨学金の

確立を求める意見書の提出について」を議題としま

す。

現況に変化はありませんか。

高校教育課長

【請願一覧表により説明】

委員長（会長）

請願第１１号について、質問等はありませんか。

大関衛委員（分科員）

県内に通っている高校生のどのぐらいの世帯がこ

の高校生奨学給付金制度を利用しているのですか。

地元の高校に行ったときは、ほとんどの生徒が利用

していると言われたのですが、どうですか。

高校教育課長

高校生奨学給付金については、公立高校では全日

制で１５.７パーセント、定時制では３４．１パー

セントという状況です。

大関衛委員（分科員）

この数字は、全国に比べれば高い方なのですか。

高校教育課長

手元にデータを持ち合わせていないので、後で確

認したいと思います。

大関衛委員（分科員）

全国に比べれば高いのです。経済格差はこういっ

たところに出てくるのです。それが進学率に結びつ

いているのではないかというデータもあります。後

で検討してみて下さい。

委員長（会長）

ほかによろしいですか。

【「はい」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

１７ページをお開き下さい。

次に、請願第２２号「教育現場において、乳がん

についての知識の普及・啓発を求める請願につい

て」を議題とします。

現況に変化はございませんか。

保健体育課長

現況に変化はございません。

委員長（会長）

請願第２２号について、質問等はありませんか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

１９ページをお開き下さい。

次に、請願第２４号「国の教育予算を増やし『高

校無償化』を推進するよう求める意見書の提出につ

いて」を議題とします。

現況に変化はありませんか。

高校教育課長

【請願一覧表により説明】

委員長（会長）

請願第２４号について、質問等はありませんか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

２１ページをお開き下さい。

請願第２５号「特別支援学校での児童生徒の障害

の多様性に応じた最低限のガイドラインを設けるこ

とを国に求める意見書の提出について」を議題とし

ます。

現況に変化はありませんか。

特別支援教育課長

現況に変化はございません。

委員長（会長）

請願第２５号について、質問等はありませんか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

以上で、請願についての説明及び質疑は終了しま

した。

審査の途中ですが、暫時休憩します。再開は１１

時２５分とします。

午前１１時１４分 休憩

午前１１時２４分 再開

出席委員

委 員 長（会 長） 菅 原 博 文

副委員長（副会長） 髙 橋 武 浩

委 員（分科員） 北 林 康 司

委 員（分科員） 大 関 衛

委 員（分科員） 渡 部 英 治

委 員（分科員） 薄 井 司

説 明 者
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教育長 米 田 進

教育次長 太 田 政 和

教育次長 眞 壁 聡 子

総務課長 今 川 聡

総務課施設整備室長 保 坂 一 美

教職員給与課長 嵯 峨 要

幼保推進課長 鈴 木 和 朗

義務教育課長 石 川 政 昭

高校教育課長 渡 部 克 宏

特別支援教育課長 小 林 司

生涯学習課長 中 山 泰 幸

生涯学習課文化財保護室長 近江谷 正 幸

保健体育課長 高 橋 周 也

福利課長 髙 橋 忠太郎

委員長（会長）

委員会及び分科会を再開します。

教育委員会関係の陳情はありませんので、次に所

管事項の審査を行います。

初めに執行部より発言を求められていますので、

これを許可します。

生涯学習課長

【委員会提出資料により説明】

保健体育課長

【委員会提出資料により説明】

委員長（会長）

以上で説明は終了しました。

ただいまの説明及びその他の所管事項についての

質疑を行いますが、まず最初に生涯学習課から行き

たいと思います。

大関衛委員（分科員）

旧県立美術館について伺います。生涯学習課長も

替わったということで、いきさつについては、課長

もいろいろレクチャー受けていると思うのですが、

誠に迷走しましたよね、どう思いますか。時系列的

に私がレクチャーするなんておこがましいので、課

長が知っている範囲でこのいきさつ 今回幸い秋

田市が引き取ってくれるというから、何とか落とし

どころを得たのですが、この経緯は時系列的に、も

う全部お分かりでしょう。

生涯学習課長

主な経緯について私も勉強させていただいたとこ

ろですが、まず初めに、平成２３年６月に秋田市へ

利活用の検討の依頼をしてきて、今回平成３０年５

月に正式な回答があったところですが、その間にも

いろいろ先生方からも御指摘をいろいろ頂いている

ところです。県としては平成２６年１２月に老朽度

等の調査結果の報告書を検討資料として送付をした

り、秋田市のほうも平成２７年９月に市長が市民文

化活動

大関衛委員（分科員）

課長、よいのです、それは全部我々は分かってい

ます。この一連の流れに関してどう思いますか。聞

き方悪かったです。まず、かいつまんで話せば、こ

の旧美術館がもう使えないから、もう展示は無理だ

から中心市街地の活性化と言うことで、新しい美術

館を造ったわけです。でも、中心市街地の活性化だ

と言っておきながら、私達も視察しましたが、設計

屋の意向に沿ったかどうかは別として、途中で改修

したのです。そして今度旧美術館をどうするかとい

うことで、私は解体したほうがよいと言ったのです。

使えないということで新しい美術館を建てたのだか

ら、解体しておけば、これから作られる県市文化連

携施設の駐車場にもなったでしょうという話なので

す。だから全部ボタンの掛け違えなのです。今さら

もうこれ以上は言いませんが、それで秋田市が公立

美術大学の作品を展示するから、何とか引き受けま

すと言ったのです。だったら、耐震工事をしても今

の美術館を使っておけば、また違った展開になった

と思うのです。こういういきさつをどう思いますか。

今回県外調査で成功している美術館を北陸に見に行

くのですが、私は全くこれは迷走したと思いますよ。

この中で多分そのときからいるメンバーは少ないと

思うのだが、課長はそういうのを、どう思いますか。

生涯学習課長

その御批判については、私も思うところが正直あ

ると考えていますが、過去の答弁も読ませていただ

いたのですが、やはり当時の判断という観点でいい

ますと、旧県立美術館ですが、建設から４０年以上

が経過していて、老朽化もある程度進んできていた

ということと、平成９年に大きな８億円規模で改修

もしたところですが、この先も古い建物ということ

で大規模な改修も予想されたということ、更にちょ

うど中心市街地の活性化の観点で新しく建て替える

ということであれば、この先の経費が、土地との交

換ということで抑えられるということもあったと思

いますので、そういった観点で当時の判断として決

めたと理解しています。やはり旧県立美術館につい

ては、美術館として使うと、今後藤田嗣治の作品を

後世に残していくのには、やはり限界があるのでは

ないかというところは、やはりあったのではないか

と考えています。しかし、その間実際には新しく建

てる場合にも９億円ぐらい県が負担するというふう

にもなりましたし、そこについては事情の変化はあ

ったとしても、やはり予測ができていなかった部分

があるのかと思っています。

大関衛委員（分科員）

もうくどくど言わないです。何か私ばかり疑問に

思っているのですが、民間だったら全く通用しない

話だろうという感じがします。それはそれとして、



- 25 -

秋田市からどのぐらい費用を持ってくれとかそろそ

ろ打ち合わせ始まりましたか。県ではどういった部

分を持つのですか。日本語は便利なので、再稼働に

必要な一部改修に特段の配慮となって、どのぐらい

うちのほうで、どういったところを直すのですか。

例えば水道とかそういうところですか。

生涯学習課長

具体的な改修箇所について、まだ話は進めていな

いのが現状でして、今年度秋田市の改修設計工事で

具体的にどういう建物にして、どこを修繕していく

のかというところが出てきますので、それを踏まえ

て県としてどれぐらいというのを考えていきたいと

考えています。

大関衛委員（分科員）

あとやめますが、全くおかしな話ですよね。だか

ら、やはりとっとと解体してしまえば。産業観光委

員会できのうもやったのですが、結局今度設計費が

上がってきているわけです。そして文化財も出ると

極端な話、民間感覚でいけば、解体しておけば

あそこを駐車場に使えたわけです。県財政厳しい中、

産業観光委員会でもきのういろいろ議論があったと

思うのだが、過ぎたことは仕方ないのだが、それで

いて新しい美術館も天下の設計屋に頼んだのだが、

不具合が生じたということで、去年なんか視察に行

ってけんけんごうごうになったのです。今度旧県立

美術館は秋田市で引き受けてもらうから、県でどの

ぐらい費用が掛かるか分からないが、多分水道とか

水回りとか最低限のこと直してくれるという話、全

くこれは迷走です。だから、そういうコンセプトで

進めてきたから、大変申し訳ないが、中心市街地の

にぎわい創出も中途半端になってしまったのです。

全然にぎわいがないではないですか。誰も人がいな

いから。だから、これはやはり今後限られた県財政

の中で、よほど精査してやらないと、こういうこと

が結構出てきますよ。だから、課長にはそういう認

識を持って秋田市と協議に当たってもらいたいので

すが、いかがですか。秋田市が引き受けてくれると

なると釈然としないのだが、致し方ないということ

なのです。だから、そういう今までの経緯や認識を

持って当たらないと、二重投資、三重投資ではない

かという話になるのです。課長、どう思いますか。

生涯学習課長

確かに委員の御指摘もごもっともというところも

ございますので、そういう気持ちを持って秋田市と

の協議を進めていきたいと考えています。

北林康司委員（分科員）

文部科学省から来たばかりだから、幾ら勉強して

もなかなかその当時のことは理解できないだろう。

ただ、一番ノーと言ってきたのは私なのです。要は、

そのときにただ反対するとか賛成するとかでなくて、

やはり古くて使えませんと言ったときに、教育委員

会は調査をしなかった。耐震についても、補修する

についても、５年で幾ら掛かる、１０年で幾ら掛か

るかを出してくださいと言った。それに対しては、

古いからやりません、使えませんという表現になっ

ているわけです。だから、その辺がいろいろ当時は

トップがトップだからという感じかもしれないが、

やはり教育長、こういうことはやめましょうよ。や

はり調査して、データを出してくれれば良かったの

です。その上でどうするかという結論を出せば良か

ったが、一切調査しません、古いから駄目ですと言

って、新しいのを造って、今度はまた残すという話

になるから話がややこしくなるのです。やはりこれ

は、正に先例として、しっかりと教育委員会は肝に

銘じて、反省の材料としてもらいたいと思います。

調査してくれれば何のことはなかったのです。教育

長、そうでしょう。

教育長

まず、このような経緯になったこと、今お話しが

ありましたことを十分踏まえて反省して今後に生か

していくようにしたいと思います。

渡部英治委員（分科員）

関連ですが、これまでの経緯の中でポイントにな

るところが私平成２９年９月と今の平成３０年５月

だと思うのです。平成２９年９月に秋田市から無償

譲渡を前提とした一部改正に関する要望書が提出さ

れました。こういう要望書を提出して、今回正式に

利活用に関する旨を県に秋田市は活用したいと正式

に出してきたわけです。この間８カ月なのか７カ月

なのか分かりませんが、前提にしたこの要望に対し

ても、教育委員会としてその要望に対しての検討は

どういうふうになされているのですか。

生涯学習課長

県の普通財産の取扱要綱の中に、いわゆる無償譲

渡もできる場合という規定がございます。具体的に

申し上げますと、当該建物が所在する市町村におい

て、例えば県の事務事業として行っていたものを継

続的なものに使用する場合には無償で譲渡できると

いう規定がございます。我々としましても、秋田市

のほうに利活用していただけるのであれば、審査を

行いつつ、規定に合致するのであれば無償で譲渡す

るという形で今協議を進めようと考えているところ

です。

渡部英治委員（分科員）

正に去年の９月の要望書の中に、さっき大関委員

が触れていましたが、再稼働に備え一部改修への特

段の配慮とあり、これが特筆事項なわけです。つま

り何を意味するかというと、先ほど説明の話をして

いますが、お金なのか設備改修なのか、具体的に市

が要望するところは何なのかと協議しながら、真意
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をただしていく作業はしていなかったのですか。

生涯学習課長

９月の文書の中で、再稼働に必要な一部経費が入

るということで、具体的には建物や施設を改修する

に当たって、県に対して負担をしていただきたいと

いうことです。具体的にではどこを直しますかとか、

その辺りについては秋田市のほうからも今年度この

改修工事設計の中身を踏まえて協議をさせてほしい

と言われていますので、具体的な検討は正にこれか

ら進めていくことで考えています。

渡部英治委員（分科員）

先ほどからいろいろ過去の経緯も、今教育長から

いろいろ反省しながら対応していくという話があっ

たわけですが、やはり基本的にこの旧美術館の利活

用については、秋田市は秋田市でいろいろ検討する

と思いますが、県議会としてもやはりこの「特段の

配慮」というものにどう答えていくのか、県がどう

いう方針を出すのか、それによっていろいろな議論

の進め方があるわけです。それがまだ具体的になら

ない形で文書だけで交わしている状況 我々の委

員会の進め方、恐らく各議員も注目すると思うので

す。したがって、この部分をある程度明確化してい

く努力は必要ではないかなと私は思います。これは、

この旧美術館の利活用の今ポイントになっているの

ではないかと思います。それに妥当性があるのか、

その条件をのめない場合は白紙に戻るのか、そうい

ったところまできちんと精査していかないと、この

問題は先ほどから過去の経緯も聞いていますが、や

はりその辺の対応は非常にポイントだと思うのです。

これを何となく文書だけで読み取って、具体的なこ

とをきちんと精査しないで進めていって、同じよう

な反省点が出てくるとなれば大変なので、その辺を

しっかりと捉えた形でやっていかないと、ただ分か

りましたという形では通らないのかという感じがし

ています。この点は教育長に聞きたいのです。

教育長

昨年９月の秋田市からの文書の中にあった特段の

配慮という文章については、もちろん我々もそれし

か分からないわけで、何とも困った文言が入ってい

るとは感じています。その辺に関しましては、いず

れこの後、この資料にも書いてありますように、秋

田市が行う改修工事設計の動きを見ながら話し合い

をしていくことになろうかと思いますが。

渡部英治委員（分科員）

これからそこを詰めてもらって 今の状況は、

５月に正式に回答があった報告だと思いますので、

これからの進め方を 一定の期間過ぎていますか

ら、そこをしっかりと捉えながらこれを協議してい

かないと大変だと思いますので、しっかりやってほ

しいと思います。

委員長（会長）

ほかにございませんか。

大関衛委員（分科員）

何となく歯切れが悪いのだが、秋田市議会から情

報を得たところによれば、いやいや県が結論を延ば

したから、大変申し訳ないが、秋田市で引き取って

やるのだというふうなニュアンスの議事録や発言も

あるのです。だから、相手方がいることなのです。

過去の経緯に関しては、課長は十分勉強なさってい

ると思うので、これ以上言いませんが、先ほど北林

委員が言ったとおり、調査してくれと言ったときに

調査しないで、ここしかないというふうに持ってい

っていきました。あのときも解体するかどうかとい

うことで、一時期解体と言ったら、いやいや解体し

ては駄目だと、モニュメントなのだという話で、全

て後手後手なのです。だから、秋田市と腹を割って

話すことが必要なのです。先ほど私は迷走と言いま

したが、秋田市が利活用してくれるというのだから、

ベストではないが、ベターな選択なのです。だから、

腹を割って県がどこまで直せばよいのかという話を

詰めて、事あるごとに委員会に報告しておかないと。

来年の年度末になって、実はこのぐらいで額は分か

らないが、直しますなんていったら、「いやいやち

ょっと待てよと、途中はどうなっているのだ」とい

う話になります。渡部委員が言ったのはそういう話

でしょう。だから、課長の手腕に期待するところが

大きいから、きょうの議論を踏まえて、秋田市と腹

を割って話してみたほうがよいと思いますが、どう

ですか。

生涯学習課長

御指摘のとおりだと思いますので、今回頂いた意

見も踏まえて、秋田市と具体的に詳細を詰めて話し

ていきたいと思います。また、適宜議会にも御報告

させていただきます。よろしくお願いします。

委員長（会長）

旧県立美術館関係について、ほかにございません

か。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

審査の途中ですが、昼食のため休憩します。

再開は午後１時１５分とします。

午前１１時５０分 休憩

午後 １時１６分 再開

出席委員

委 員 長（会 長） 菅 原 博 文

副委員長（副会長） 髙 橋 武 浩

委 員（分科員） 北 林 康 司
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委 員（分科員） 大 関 衛

委 員（分科員） 渡 部 英 治

委 員（分科員） 薄 井 司

説 明 者

教育長 米 田 進

教育次長 太 田 政 和

教育次長 眞 壁 聡 子

総務課長 今 川 聡

総務課施設整備室長 保 坂 一 美

教職員給与課長 嵯 峨 要

幼保推進課長 鈴 木 和 朗

義務教育課長 石 川 政 昭

高校教育課長 渡 部 克 宏

特別支援教育課長 小 林 司

生涯学習課長 中 山 泰 幸

生涯学習課文化財保護室長 近江谷 正 幸

保健体育課長 高 橋 周 也

福利課長 髙 橋 忠太郎

委員長（会長）

委員会及び分科会を再開します。

午前中に引き続き教育委員会の所管事項に関する

質疑を行います。

保健体育課関係の質疑を行います。

大関衛委員（分科員）

事前に聞いておけば良かったのですが、ここ５年

位で、中学校高校における運動部に係る体罰とか不

祥事はどのぐらいあったものですか。

保健体育課長

少々お待ちいただけますか。

委員長（会長）

その資料は、すぐ出そうですか。

保健体育課長

保健体育課で体罰事案の詳細については今把握し

ておりませんので、高校教育課、義務教育課に確認

の上、後ほどお知らせをさせていただければと思い

ます。

総務課長

私のほうに、懲戒処分の中で体罰に関する集計が

ございますので、そちらをお答えしたいと思います。

平成２９年度が１件

大関衛委員（分科員）

具体的には。

総務課長

内容でしょうか。

大関衛委員（分科員）

簡単でよいですが、もう報告しているやつでしょ

う。

教育次長（太田）

この１件は、昨年修学旅行の帰りに羽田空港で腕

立て伏せやスクワットをさせたという事案です。

大関衛委員（分科員）

お恥ずかしい話ですね。ほかにありませんか。

総務課長

その前に平成２７年度に１件ございます。過去３

年間では、この２件だけだと思います。

大関衛委員（分科員）

平成２７年のその１件は何ですか。

総務課長

少しお待ちください。

義務教育課長

多分義務教育課関係の案件ではないかと思います

が、それは部活動に関係した体罰ではございません

が、子供に対してちょっと「どん」とやったという

体罰の事案が１件ございます。

大関衛委員（分科員）

「どん」とやったのですか。

義務教育課長

はい。

大関衛委員（分科員）

この手引を作成して配付するのは、スポーツ庁の

指導であり、当然といえば当然なのですが、なかな

かまだ教職員の意識の中で体罰に対する認識が甘い

と見られるような案件も見受けられるのです。この

ような事案や処分が発表されるたびに思います。そ

の辺は、ガイドラインとともに 昨今大変某大学

のアメフト部やレスリング部とか、これは大学で高

校野球も開幕が近いのだが、その辺の指導徹底は教

育委員会ではどのようにするのですか。世間の目は

物すごく今厳しいと思うのですが。

保健体育課長

競技スポーツを指導する上で、やはり選手に対し

て肉体的あるいは精神的な負荷や厳しい指導は、当

然あると思います。ただ、今委員御指摘のとおり、

体罰等許されない指導等をしっかり区別していくこ

とは極めて重要であり、今回作成する手引につきま

しては、その具体的な事例なども挙げながら、あわ

せてあすは１回目の県立高校全ての指導者を集めた

研修会がありますので、その中でそういった事例も

含めながら指導の徹底に努めてまいりたいと考えて

いるところです。

大関衛委員（分科員）

これは義務教育と少し重なる部分があるかと思う

のですが、いずれ先ほどの説明の中にも中学校の部

活動がいわゆる少子化の影響で人口が少ない市町村

ほど制限されてくるという話があるわけです。先般

視察した小坂小中学校の野球部も隣の市と合同チー

ム作らなければならないということでした。私の地

元である湯沢市だと、部活動をやりたいということ

であれば、例えば野球をやりたい方は、ほかの学区
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へ行ってもよいと、学区を越えていくことを認めて

いるのです。スポーツ立県秋田ということで教育庁

も一生懸命やっているのですが、人数が少ないとい

うことで、自分がやりたい部活動に入れないという

のは少し矛盾すると思うのです。ですから、これは

設置主体は市町村だと思うのだが、スポーツ立県を

標榜するには、この機会に私は弾力的にそろそろ運

用する時期に来ているのではないかと思うのです。

例えば野球部がないということで、野球をやりたい

子の将来の夢を摘むような感じになるわけです。こ

の辺はどのように検討していますか。

保健体育課長

地域における生徒の人口動態等も含め、今御指摘

ありましたように地域の実情に応じて、これからや

はり長期的に、これまでの学校単位の運動部活動に

代わる生徒のスポーツ活動の機会の確保、あるいは

充実方策を検討する時期に来ていると認識しており、

この辺りもガイドラインに踏み込んだ表現がされて

いますので、今回の手引にも記載させていただいて

います。

大関衛委員（分科員）

その地域型スポーツクラブという言葉を最近よく

耳にするのですが、指導員の大会でも必ずそういう

文言が出てきます。これは今県内で実在するのはど

のぐらいなのですか。例えばリトルリーグなどには、

うちのほうからも本荘にも行っているし、仙台に週

末行く方もいるのです。地域型スポーツクラブと一

くくりにできるかどうか分からないのだが、この辺

をどのぐらい把握していますか。

保健体育課長

いわゆる総合型地域スポーツクラブというのは、

今２５市町村全てに立ち上がっていますが、委員御

指摘のリトルリーグとはまた別物でありまして、例

えば特徴的なクラブチームからトップアスリートが

育っている競技としては、体操競技、フェンシング、

水泳、卓球などがあります。今、総合型地域スポー

ツクラブに所属している中学生の人数は６２名です。

そこは把握しています。ただ、実情としましては、

地域の高齢者の方々の生涯スポーツの振興の場とい

うのが現状でして、人材の確保、つまり指導者の確

保が一番の課題だと捉えています。

大関衛委員（分科員）

生涯スポーツを否定するわけではないのですが、

例えば全県少年野球大会は、学校数が減ると、うち

の湯沢ブロックは今まで２つのブロックだったのが

今度１本になるわけです。小中の統合が進むとなる

と、秋田市などでも多分それぞれの学校でクラブ活

動を維持することが難しくなると思うのです。人口

減少県である秋田県において、地域型スポーツクラ

ブの立ち上げが少し都市に比べれば遅れている感触

を私は受けるのです。うちの地元では、週末仙台ま

で行って硬式野球の練習をしている方もいますので、

それはそれで将来いろいろな希望があるということ

なのです。これは観光文化スポーツ部なのか教育委

員会なのか分からないですが、これはやはり先駆け

てやっていかないと 先ほど言ったとおり学区ど

ころではなく、それぞれの市町村において 井川

町でも義務教育学校を作ったと思うのですが、人口

動態を見れば早晩これは部活だって全部持たなくな

るのです。逆に合併して大きくなった横手明峰中学

校は非常に部活が多くて、学校の活性化の一つにな

っています。これはやはり教育委員会と知事部局で

地域型スポーツクラブをどんどん作って 逆に指

導者の育成にもなるだろうし、会費を徴収してクラ

ブを運営していけば、雇用にもつながると思うので

す。これは、私は観光文化スポーツ部と連携して進

めていくべきではないかと思います。教育長どうお

考えですか。そうしないと地方の中学校だと自分の

好きな部活に入れない人が相当出くるのではないで

しょうか。これは一考の価値があると思いますよ。

教育長

この先１０年とかではなく、２０年、３０年先を

考えれば、今のやり方が成り立たないのはもう明ら

かであります。実際中体連でも高体連でも県単位あ

るいは全国でもいろいろそこは考えているのですが、

いずれ学校単位での対抗戦という図式でこの後も続

けていくのは、個人的に無理だろうと思うのです。

だから、そういう意味である程度長いスパンで、今

委員がおっしゃったような視点に立って話し合いは

これからしていく必要はもちろんあると思っていま

すので、その方向でそのことも含めていろいろ考え

ていきたいと思います。

大関衛委員（分科員）

１つアドバイスなのですが、私が湯沢市に相当お

話しして、学区を少し弾力的に考えてもらうように

したのです。正直に言えば野球をやりたい方は野球

部がある中学校、バスケットボールをやりたい方は

バスケットボール部がある中学校に行けるようにな

ったのです。これは非常に保護者の評判もよいので

す。子供の夢をかえなてやりたいから 別に勉強

だけが全てではないと思うのです。義務教育課長、

それぞれの設置者の意向はあると思うのですが、私

はそろそろそれぞれの市町村で考える時期に来てい

ると思います。どうですか、強制はできないと思う

のですが、そういう検討してみたほうがよろしいの

ではないですか。

義務教育課長

確かに市町村との関係がございますので、強制は

できないのですが、もう一つは、中体連の大会がど

うしても学校単位なところがありますので、そうい
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った関係団体とも調整しながら考えていく時期には

来ているかと思います。

大関衛委員（分科員）

けさのワールドカップだって、ほとんどサッカー

スクールに行っている方々が今回良い試合をしたの

だから 秋田県は人口減少県なのだから、今まで

の枠組みを考えないでやっていかないとスポーツ立

県との整合性とれてこないと思うのです。スポーツ

だけかという議論もあるし、中学校によってはそれ

によって少人数学級や学級減になったという話もあ

るのだが、これは私は知事部局と連携してそろそろ

考えていく時期に もう遅いぐらいですが、私か

ら言わせると。私の所感を述べて終わります。

委員長（会長）

ほかにございませんか。

薄井司委員（分科員）

部活動指導員に関してですが、今回の一般質問の

教育長答弁で、６つの市町で指導員についてある一

定のめどを付けたとのことでしたが、その６つの市

町はどこなのか答えることはできますか。

義務教育課長

まず、必要であるという答え方ですので、現実に

できるかどうかという回答ではございません。回答

を頂いたのが能代市、秋田市、男鹿市、由利本荘市、

大仙市、羽後町の６つです。

薄井司委員（分科員）

人材確保や予算の確保のめどが飽くまでも出来た

ということですか。

義務教育課長

それは、イコールではございません。その中で何

とか予算確保等できるかもしれないと答えていただ

いたのは秋田市１つであります。

薄井司委員（分科員）

国からもいろいろ予算措置があると私は聞いてい

ますが、ではそれに伴って今年度中に補正を含めた

形で秋田市に対してやっていくということですか。

義務教育課長

１つは、国の予算がまず年度途中ですので、全国

の状況を調整した上で、また再配当ができるのかど

うかという部分がまだ不透明だというところが一つ

あります。あわせて秋田市も、県と国の動きに合わ

せての動きになるわけですが、実は思いのほか人材

確保の点で課題が大きいという話を聞いています。

それで、来年度は何とかという動きもあるようです

が、今年度のところは国、県の動きと人材確保の部

分をどうクリアしていくのかという部分は、やはり

大きな問題だと聞いています。

薄井司委員（分科員）

どういう形で克服していったのか少し聞きたかっ

た部分があったのですが、そうすればまだ発展途上

の段階だということで理解してよろしいですか。

義務教育課長

そのような状況と考えています。

薄井司委員（分科員）

今後の予定として、２ページの指導者等を対象と

した研修会の開催がありますが、その部分について

は、連動すると思うのですが、それはそれとしてや

っていくということですか。

保健体育課長

まず、１回目を先ほど申し上げましたようにあす

県立高校全ての各学校代表１名の指導者等を対象に

して、国のガイドラインの内容の徹底ということで

説明会及び質疑応答の時間を設けたいと思っていま

す。２回目につきましては、今後の動向にもよりま

すが、仮に外部部活動指導員等の配置の方向で動い

た場合にはということで実は想定していたのですが、

今年度内は状況的には厳しいということですので、

８月に発行を予定しています秋田県版の運動部活動

指導の手引の内容について周知徹底を図っていきた

いと考えているところです。

薄井司委員（分科員）

この人材確保の部分のところは、私もいろいろお

話を聞いています。例えば教員のＯＢのという話も

聞いておりまして、そういった方向で検討している

という例はあるのですか。

義務教育課長

まだこの制度がスタートしているわけではないの

で、具体的なことはお話できないのですが、今委員

がおっしゃったとおり、そういった方々の活用が現

実的なところかと考えています。

大関衛委員（分科員）

鹿角地区の高校の統合についていろいろ提言を頂

いたようなのですが、これは３つの高校をどこかに

集約する形で県の教育委員会も考えるわけですか。

地元から何か提言がありますよね。その内容と今後

の教育委員会の進め方を教えていただきたいと思い

ます。

高校教育課長

４月２４日に地元の方々の協議会から報告書を頂

きまして、まず１点は、できるだけ早く３校統合し

てほしいということ、それから普通科と産業系の専

門学科がある高校、そして３点目としまして、設置

場所は新たな場所が望ましいが、既存校舎活用とい

う考え方もあるという御意見でした。この後ですが、

現在その３校の校長や関係職員を中心として、合同

委員会を作り、基本構想のソフト的な面、教育目標

等を今検討してもらっています。その一方で、県教

育委員会では設置場所等につきまして庁内で今検討

を進めているところです。合同委員会のソフト的な

面と、こちらで検討しています設置場所等のことに
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ついてまとまり次第、その基本構想の概要というこ

とで発表させていただきたいと考えています。

大関衛委員（分科員）

具体名はともかく、地域校の話を少ししたいので

すが、今年非常に地域校になったら入学者数が少な

くて、地域校として本格的にスタートするまでずっ

と少人数でいった場合、今度、地域校そのものの存

続が厳しくなってくるわけですよね。そういうこと

は大変余り想定したくないのだが、地域校になって

スタートしてすぐに今度その地域校の存廃問題が出

てくると思うのです。今年の入学者数を見ると多分

これは考えられるでしょう。取りあえず今後の推移

を見なければ分からないと思うのですが、余りにも

少なくて私は今年びっくりしたのです。これは例え

ば今後高校の再編計画の中で議論していかなければ

いけない項目に増えたと思っているのです。地元だ

から、余りあえて高校名は出さないのですが、この

辺をどのように認識していますか。あと、地元の校

長や教育振興会とどのような話をしていますか。

高校教育課長

具体的には、今年から募集しています雄勝高校の

ことであろうかと思いますが、このような生徒の入

学状況が果たして今年単年度の現象であるのか、そ

れとも何年間か続く構造的な問題があるのかは、や

はり何年間か状況を見てからでないと、具体的な検

討はできないのかと感じています。ただ、我々とし

ましては、その地域に根差した学校ということで、

湯沢、雄勝地域において非常に重要な役割を担って

いる学校であると思いますので、そういったことや

中学生の動向等を見極めながら、慎重に考えていき

たいと考えています。

大関衛委員（分科員）

この前本校の学校祭にも行ってきたのです。今地

域に根差したといみじくも課長がおっしゃったので

すが、やはりある意味学校の教育というのは高校に

なりますとマネジメントの部分も増えてくるのです。

だから、その地域校とは何かとか、地域に根差した

とか 例えば正直に今もう校名出たので、湯沢翔

北高校の雄勝地域校なわけです。生徒に入学しても

らえるような、いわゆるマネジメント的に地元の中

学校を回ったりＰＲしているのかと私なりに調べた

ら、やはり残念ながら不足しているのです。もう少

し頑張ったらいかがですかと何か機会があれば、地

元の振興局とかとタイアップしてやったらどうです

かという話を私はしてきたのです。同じ状況にある

隣の羽後高校では今一生懸命なのです。皆さん方が

計画している地域校にしたくないがために、町が一

生懸命なのです。地域に根差したと今いみじくもお

話しがありましたが、マネジメントという意味で、

地元にＰＲしていくことをやらないと、地域校なん

てすぐ存廃の対象になるという話が出てくるわけで

す。やはりそれを指導していくのは、私は県の教育

委員会の大きな役割だと思いますよ。その辺は、是

非私の地元に限らず、正直言えば県央部以外は定員

割れが出てきているわけだから、マネジメント、そ

して地元でより入学者数を多く得るような努力を校

長初め管理職がするべきだと思います。そういう機

会を作らないと、多分どんどん偏在化していきます

よ。

高校教育課長

今の委員御指摘のとおり、非常に今年入学者数が

少なかったということで校長も危機感を持っており

まして、この後いろいろ動いて、地域の方々といろ

いろな面でお話をさせていただいたり、中学校を回

ったりとか、そういう活動を積極的にするように、

こちらのほうからも話をしていきたいと思っていま

す。

大関衛委員（分科員）

私は是非地元に残ってもらいたいから言っている

のですが、高校生になると先輩、後輩のつながりが

強いのです。それから、県内就職の率も高いのです。

だから、「小規模校ながら一生懸命やって、きめ細

かい教育を行っていますよ」みたいなものをもっと

ＰＲしたほうがよいと思います。そういったことを

是非お願いしたいと思います。

渡部英治委員（分科員）

実はきのうの県警本部のときも少し話題にしたの

ですが、富山県の警察官が銃を奪われて、その後で

学校の警備員も銃で撃たれるという悲惨な事件があ

りました。実は、きのう大館のとある学校の周辺で、

刃物を持ち歩いていた人が逮捕されました。大分前

に大阪府池田小学校の児童殺傷事件がありました。

すごくショッキングで痛ましい事件でした。しばら

くそういう事件がないと思っていたのですが、逆に

学校だけでなく、公共施設も含めていろいろなとこ

ろでそういった凶悪な痛ましい事件が起きないとも

限らないと思います。皆さんも日夜そういった防衛

策といいますか、そういう活動はしていると思いま

すが、きのうの大館の事案は、なかなか整理つかな

いと思いますが、富山の事件を受けて、秋田県教育

委員会として何かそういう動きをしたものですか。

保健体育課長

富山の事件の前に、実は新潟の事件がございまし

た。それから、大阪北部を震源とする地震のブロッ

ク塀の倒壊による死亡事故という、大変痛ましい事

故もございました。そういった事案が続いたもので

すから、県内全ての学校に対して今一度自校の安全

対策についての注意喚起を促す文書、市町村教育委

員会には依頼、県立学校のほうには通知という形で

出させていただいたところです。富山の事件につき
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ましては、小学校は警察から拳銃ではなく、刃物を

持った不審者が近くにいるという連絡を受けまして、

まずすぐに１階の戸締まりをしています。その上で、

職員はさすまたを持って、児童は体育館に避難させ

たということで、これは委員御指摘がございました

池田小学校事件のときに文部科学省から緊急対応の

マニュアルが示されて、秋田県内全ての学校で危機

管理マニュアルは策定済みですが、それに沿った対

応だったのではないかなと思います。ただ、マニュ

アルは策定されているものの、そういう実際の不審

者を想定した実際の訓練の実施状況がもう一つ伸び

悩んでいるところがございますので、ここも併せて

実施するように通知の中でお願いをしているところ

です。

渡部英治委員（分科員）

今課長が後段のところで言った部分は、すごく大

事だと思っています。そこも聞こうと思ったのです

が、それは分かりました。あとは、警察などとの連

携が相当必要ではないかと思います。もちろん学校

にはそれぞれの地域で見守り隊などがいるわけです

が、ただそういう方々は、いざ凶悪犯の場合は対応

できない部分があるわけなので、やはりいざという

ときにどういう形にするかというのは日ごろからそ

ういった対応を浸透させるべきだと思います。実際、

刃物を持って学校に入ってこられたときの対応とい

うのは、高校とかであれば別なのだが、小学校とか

保育園や幼稚園となると大変だと思うのです。いず

れいろいろなものを想定しながら、今の時代何が起

きるか分からないと、想定外というのはある意味で

は想定外でない部分として対応していかなければい

けないのではないかと思います。新たに注意喚起を

促すような動きはしていないのですか。

保健体育課長

文書だけではなく、いわゆる学校安全３領域、今

お話しがありました生活安全もあれば、災害安全、

交通安全もございますので、この後順次研修会も開

きながら指導の徹底に努めてまいりたいと考えてい

ます。

渡部英治委員（分科員）

その辺は、いろいろな地域も含めて対応をお願い

したいと思います。

北林康司委員（分科員）

高校教育課長に伺います。先ほどの話に戻るのだ

が、高校生の偏在的な状況について、学区が全県一

本化されてから何年たちましたか。

高校教育課長

平成１７年度入試からということでありますので、

もう１０年以上たっています。

北林康司委員（分科員）

これも皆さん方が調査しているだろうと思うので

すが、どのエリアからどの部分にどう流れているか

というデータを我々にも一遍そろえて見せていただ

かないと ここで幾らあなた方と我々が議論して

も、皆さん方の考えのとおり行くとこうだし、我々

がそれに対してこういう意見があって、これをやっ

てみたらどうだとかという話が出てこないから、や

はり一回出すべきだろうと思いますが、どうですか。

高校教育課長

各地区同士の中学生の移動状況のデータというこ

とであると思いますので、それにつきましては準備

させていただきたいと思います。

北林康司委員（分科員）

それと、これも保健体育課長になるのでしょうか、

大阪の地震で塀が倒れたという話が出ましたが、こ

の間秋田振興局でそのことについて教育事務所長に

どういう対応をしたか話を聞いたら、これからペー

パーを出してうんぬんという話だったのです。私は、

それはいかがなものかという話なのです。やはりペ

ーパーを出す出さない以前に、どのような指令を出

すのか、地震はいつ起こるか分からないわけですか

ら、少なくともそういう危険な箇所がないかを電話

連絡でも何でも、大至急調査して、その上でペーパ

ーや全員を招集してやるのが順序ではないかと思う

のですが、どうですか。

保健体育課長

御指摘がございました今の通学路等のブロック塀

も含めた緊急合同点検を、関係者も立ち会いながら、

その通知はすぐに発出させていただいています。調

査も国から来ていますので、その吸い上げも含めて、

現況につきましては施設整備室で今取りまとめてい

ると思います。

総務課施設整備室長

県の動きと、国の動きがありますので、２つに分

けてお話しさせていただきたいと思います。

文科省のほうからは、６月１９日、地震の翌日の

夜にメールで緊急、学校におけるブロック塀等の安

全点検等についてということで、学校の敷地内にあ

るいわゆるブロック塀と、それから組積造の塀、こ

れは石を積んだり、あるいはれんがを積んだりした

ような塀についての２種類について緊急に点検をし

なさいとのことでした。ただし、それについては国

の基準にのっとった形で、建築の専門家による調査

を実施しなさいという通知が６月１９日に入ってお

りました。その状況について後日調査しますという

ものがありまして、それにつきましては６月２９日

に通知が入っていました。その中では、先の通知で

はもう完全に専門家だけの調査という形ではあった

のですが、今回の通知では、専門家も含めて、外観、

見掛けによる調査を実施して、それについては７月

中旬まで報告してくださいということでした。その
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後必要があれば、専門家による調査を実施して、そ

の状況については今月末までに報告します。６月

２９日に状況調査の文書が来ていますので、昨日市

町村と教育委員会には発出しています。それについ

ては現在調査中ということになります。

県の動きですが、先ほど保健体育課長が申しまし

たが、６月１９日に保健体育課から学校の安全点検

についてということで国の通知よりも早く市町村教

育委員会等に通知を出しています。国の通知が来た

際には、各市町村にも流しています。県立学校、県

の学校以外の教育機関についても、目視による点検

を各施設において行ってくださいという通知を同時

に出しています。その調査につきましては、きのう

までにまとまっています。

北林康司委員（分科員）

私は、振興局にそれは少し遅過ぎるという話をし

たのです。今言ったように通達はどうであれ、目視

で調査することが第一だろうと思うので、それはい

ち早くやっていただくようにしていただかないと

万が一、秋田県だって内陸地震は結構ありますか

ら、そこは文書うんぬんとか通達がうんぬんという

以前に、もう総理大臣の口から出ているくらいです

から、やはり対応を急ぐべきだと思う。かつて

Ｏ１５７（病原性大腸菌のこと）が全国で発生した

ときもそうだったのです。私は、そのときも当時の

加藤保健体育課長に、「文書でこれからうんぬんな

んて、文書で出したからＯ１５７が発生しないなん

てことはあり得ないだろう」と言いました。「直ち

に担当者を集めて、必要なものは予算化して、直ち

に買うものは買いなさい」と言ってやったら、秋田

県ではＯ１５７が出なかったというくらいの話があ

りました。やはりそういうものは文書うんぬんとい

う以前に、やるべきものは目視であろうと何であろ

うと、専門家以外であっても何メートル以上あるの

ならば、そこは要注意だという話で直ちに対応する

形をとってもらわなければなりません。子供にとっ

ては大変悲惨なことですから、子供のみならず大人

で 大阪の事故現場はわざわざ塀を高くして、こ

こを通学路になんてやっているところを見ると、ど

う考えたって危険だということですから、ところで

本県にはそういう危険だと思われるところはないの

ですね。

総務課施設整備室長

市町村が所管する小中学校については、先ほどの

文科省の通知で現在調査をしていますので、今後に

なりますが、県立学校と県の教育機関につきまして

は、合わせて７５施設あるのですが、そのうちいわ

ゆるブロック塀や石積みの塀があるところは２２施

設ございました。調査に当たりましては、法律の基

準である高さであるとか厚さ、それから控え壁があ

るかどうかということに加えて、ひび割れ等の損傷

等がないかも調査しています。まず、ひび割れ等の

損傷があるのは２２施設のうち１６施設であるとい

う回答でした。それから、先ほど高さであるとか厚

さが、法律上の現行の基準に合わないところは６施

設ございました。その６施設のうちの２施設につい

ては、ブロック塀です。その２施設につきましては、

ブロック塀の厚さが１０センチメートル以上なけれ

ばいけないとなっているのですが、高さが２メート

ルを超えて２.２メートルまでについては厚さを

１５センチメートル以上にしなさいとなっています。

その２施設については、高さが２メートル超えてい

ますので、本来厚さが１５センチメートル以上なけ

ればいけないのですが、１２センチメートルしかあ

りませんでした。残り４施設なのですが、これは石

積みの塀でございます。イメージとしては、校門が

石造りになっていて、その両側に袖壁が延びて、そ

の袖壁が対象になっているとお考えいただければよ

いのですが、その石造りの袖壁については高さが現

在は１.２メートル以下となっていますが、それ以

前に造ったものなどもございますので、１.５メー

トルという形で１.２メートルより高いものが４施

設あったという結果になっています。

北林康司委員（分科員）

これは何も大阪のときだけでなくて、３.１１

（東日本大震災のこと）のときにもあったわけです

ので、やはりそれ以降そういうものにしっかりとし

た調査が加えられていなかったということが結局今

回の大阪の事故につながったのだろうと思うのです。

ですから、我々もどこで起きたかは別として、それ

は他山のものとしないで、即対応することにしてい

ただきたいと思います。

もう一つ伺います。学校における警備員、見回り

隊とかいろいろなものはあるにしてみても、警備員

を小中学校または高校に配置しているものですか。

義務教育課長

数字的なデータはございませんが、秋田市の学校

では警備員を配置していると記憶しています。

北林康司委員（分科員）

幼稚園とかはどうなのですか。

幼保推進課長

幼稚園、保育所、幼保連携型認定こども園等の認

可施設に警備員がいるかどうかは調べたことがない

のですが、配置しいているという話はちょっと聞い

たことがありません。

北林康司委員（分科員）

幼稚園、その他は私立等々でありましょうし、小

中学校は市町村教育委員会あるいは高校含めて、皆

さん一回検討する時期に来ているのではないかと私

は思うのですが、必ずしも配置しなければいけない
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というわけでもないが、特に保育所や幼稚園は女性

の職員がほとんどでしょう。最近男性の保育士もい

ますが、教育長、そういう会議を１回ぐらいやって

みたらどうですか。やはり最終的には金も掛かる話

かもしれないが、安全はやはり金に代えられないわ

けで、何か起きてからでは遅いですから。

教育長

今例えば特に幼稚園、保育所等が一番そういう面

で心配ですので、幼保連携型認定こども園の方々と

県教育委員会との話し合いはございますので、この

後警備員の配置等について、あるいは警備員と同じ

ような役割を果たせるような誰かが必要かどうかを

話題にして、話し合いはしていく必要はあると思い

ますので、この後検討していきたいと思います。

北林康司委員（分科員）

なかなか無償のボランティアというのも難しい時

代でしょうし、よく保育所等から看護師を頼まれる

が、なかなか行ってくれないという状況もあります

が、いずれ子供の安全、安心を保っていくためには、

そういうところにも少し配慮しなければと思います。

もちろん防犯カメラとかいろいろな話は県警ともや

りますし、秋田市との懇談会でも我々は言っていま

すが、抑止力にはなってくれるとは思うのだが、し

かし起きてしまってからでは正に何とも言いようが

ない話ですので、一遍話題に是非していただきたい

なと思います。

委員長（会長）

ほかにございませんか。

髙橋武浩委員（分科員）

運動部活動の事故防止ですが、生徒の移動に係る

安全対策ということで、これまでどのような指導を

してきましたか。

保健体育課長

原則公共交通機関の利用ということになりますが、

保護者の送迎等々あるいはプロのドライバーを雇用

してのマイクロバスでの移動、そういう場合におい

ては、いわゆる保険加入も義務付けていますし、必

ず校長からの承認を得るということ、それから行程

計画にも無理のないように、しっかりとそういった

ものも計画に盛り込みながら、最終的には校長判断

で許可している状況です。

髙橋武浩委員（分科員）

ちなみに、昨年の状況はどうでしたか。事故報告

は何件ぐらいあったのか把握していますか。

保健体育課長

部活動の移動に係る事故報告は県教委に上がって

きていますが、今何件あったかという詳細について

はお答えできませんが、何件かは上がってきていま

す。

髙橋武浩委員（分科員）

もう一点ですが、地域人材の活用ということで、

今現在の状況はどうなっていますか。

保健体育課長

外部指導者ということで、いわゆる学校の教員で

はない方々の専門的なそういう技能を有している方

々の協力を得ているという学校が、昨年度の数字に

なりますが、中学校では１１６校中８８校が活用し

ており、全体の約７６％、それから高校におきまし

ては５４校中４１校で活用ということで、７６％と

いうことになっています。

髙橋武浩委員（分科員）

人数については把握していますか。

保健体育課長

人数につきましては、同じく昨年の調査の数字に

なりますが、中学校が４９６名、高校が２３５名と

なっています。

髙橋武浩委員（分科員）

主にどんなスポーツですか。

保健体育課長

一律にこの競技に特化しているということはなか

なか申し上げにくいのですが、今回の部活動指導員

のニーズを把握するためのアンケート調査でも、や

はり現場のニーズが非常に多いのは、例えば剣道な

ど、なかなか校内の教員だけでは専門家として充て

ることができない競技だと捉えています。

委員長（会長）

ほかにございませんか、よろしいですか。

北林康司委員（分科員）

昨今、児童虐待の話、事件がたくさんあって、誠

に悲しいのですが、小学校とかそういうところでは

そういう事例はあるものですか。

義務教育課長

虐待の場合の相談そのものが、児童相談所に真っ

すぐ行くシステムになっていますので、こちらのほ

うに上がってくる例とすれば、そういった通告をし

ましたという形で報告的な形で上がってくるものが

年に数件ございます。

北林康司委員（分科員）

皆さん方のところでおかしいなと思うことが年に

二、三件ですか。

義務教育課長

こちらに現実に上がってくるのが大分容易ではな

くて、もう通告をしたという事案に関してですので、

その学校の中でまだ現況で動いているものについて

は直接的にはこちらに上がってこず、市町村の教育

委員会とのやりとりの中で動いている状況にあるか

と思われます。

北林康司委員（分科員）

きのう警察に聞いたら、今児童相談所とはほとん

ど全部共有できるという状況でした。しかしそれは
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何か言わないでほしいという話だったのだが、そう

いう状況がうまくいっているのであれば大変よいの

だが、たまたまそこにも行かないで、学校等で気が

付くようなことがあるのかという感じがあったもの

だから、聞いてみたのです。なければよいです。

義務教育課長

こちらでは、日中相談窓口を設けておるのですが、

午後５時を過ぎればこちらのほうから今度は児童相

談所に相談窓口が切り替わるようになっていて、緊

急性のあるものについては情報の共有を図ることに

しています。

委員長（会長）

よろしいですか。

薄井司委員（分科員）

教育長の一般質問の関連で詳しく説明していただ

きたいところがあります。学校におけるタイムカー

ドの設置についてなのですが、５つの市町村でタイ

ムカード等をもう既に設置しているという答弁があ

りました。その５つの市町村を教えていただきたい

と思います。

委員長（会長）

暫時休憩します。

午後２時７分 休憩

午後２時７分 再開

委員長（会長）

委員会及び分科会を再開します。

義務教育課長

タイムカードという形で明確に入れているのが潟

上市、八郎潟町、大潟村でした。ただし、全部の学

校ではございません。潟上市は２校、八郎潟町、大

潟村もそれぞれ２校ということであります。あと、

等という回答にしておりましたので、等というのは、

タイムカードとは違うのですが、学校に行って職員

がパソコンを立ち上げれば画面が出てきて、それに

入力して、帰るときも入力するというシステムを合

わせて５市町村という言い方をしたものでありまし

た。

薄井司委員（分科員）

件数は少ないのですが、実際にやっている状況が

あります。例えばそのやり方について、恐らくエク

セルを活用してやっている学校かと思っているので

すが、経費を余り掛けないで、他の市町村にもそう

いう情報の提供やプログラムの提供は考えられませ

んか。

義務教育課長

昨年度多忙化防止協議会を開きまして、その中で

各市町村の代表の方々にも来ていただきました。そ

の会議の中でもそういった話題が出ていますので、

そういう情報は共有しています。あわせてエクセル

（表計算ソフトのこと）を立ち上げるシステムは教

育庁内でも実施している課がございますので、直接

そのシステムを取り入れたいという問い合わせがあ

り、提供した市町村がございます。

薄井司委員（分科員）

そうすれば、今後またそういうものを各全県の市

町村の学校に、県の教育委員会として情報提供して

いく大きな場面は想定していますか。

義務教育課長

今年もそういった多忙化の防止協議が開催される

と思いますので、そういった中で取組の状況を仕入

れて話題提供をしていきたいと考えています。

薄井司委員（分科員）

それでは、少し違う質問をしたいのですが、これ

から新学習指導要領の完全実施に向けた取組がなさ

れることによって、時間外勤務が若干増えるだろう

という答弁が市町村教育委員会であったのですが、

やはりこれから新学習指導要領が取り入れられるこ

とによって、業務量はいろいろな面で増えていくと

思うのですが、その辺はどういうものなのでしょう

か。

義務教育課長

新しい学習指導要領が行われる中で、やはり学校

の先生方が不安に思っているのは、外国語の活動が

どうなるかとか、そういったこれまでにない授業の

導入の部分ではないかと思います。そういった部分

につきましては、この後国の動きと合わせながら資

料の提供ですとか、あるいは職員の方々の指導方法

をどのようにしていくのかという研修を丁寧に行い

ながら進めていければと考えているところです。

薄井司委員（分科員）

まず、分かりました。

それから、あと今議会での答弁の内容なのですが、

県教委のほうから２月の議会でもいろいろお話しが

ありましたが、３日間の学校閉庁について全県の教

育長会議等で多分お願いをしたと思います。実際に

この３日間の学校閉庁を今検討中と議会の中で答弁

があった市町村もあります。県教委としては今どれ

くらいそういう市町村があるのか数字を把握してい

ますか。

義務教育課長

聞き取りを正確にしておりませんので、正確な数

字は把握しておりません。その部分については少し

時間が必要かとは思っています。県立学校のほうは

情報があるかと思います。

高校教育課長

高校におきましては、現在取組の状況を集約して

いる途中でありますが、ほぼ９割方の学校が夏休み
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中に３日間の閉庁日を設定しておりまして、現時点

で全て８月１３日、１４日、１５日の３日間となっ

ています。

薄井司委員（分科員）

義務教育関係の部分ではまだ集約ができていない

というお話だったのですが、今後それについてどう

いった対応をしていく予定でしょうか。

義務教育課長

この部分は市町村に強制できる部分ではありませ

んので、ただどういった現状かを聞き取り等で把握

はしたいと思っています。ただ、いろいろな学校の

状況を聞いていますと、閉庁日のことについては管

理職から職員のほうまで大分多くのところで話が出

ているという情報は聞き取りの中で聞いています。

薄井司委員（分科員）

それから、２月議会でも話がありました学力テス

トの自己採点の関係ですが、今後いろいろな教職員

の多忙化に関連して、採点の時期が早まると、７月

下旬にはもう答えが出てしまうという状況の中で、

見直しを検討している市町もあるのですが、そこの

ところはどのような把握をしていますか。

義務教育課長

今回１カ月報告が早くなったことを受けまして、

現状とすれば各市町村でこのシステムの活用をそれ

ぞれ考えて活用しているのが結果であります。今ま

でのように全てのところが全部という形ではなくな

ってきている現状にあります。

薄井司委員（分科員）

そうすれば、今後も各市町に委ねるという形で、

多忙化の解消に努めていくということですか。

義務教育課長

委ねるというのは、市町村の判断でまず活用して

いただくということかと思います。それは、多忙化

という観点もございますが、飽くまでも学力、それ

から子供方に良い教育を行うために市町村の判断で

そのシステムを活用するかどうかという部分を判断

していただくということが基本ではないかと思って

います。

薄井司委員（分科員）

７月２日の秋田魁新聞を拝見して、全国の小中高

教員の不足について報道されていました。この中の

記事の中で、秋田県は県北で５名程度不足というこ

とが出ています。教職員の皆さんは、一生懸命頑張

っていると思うのですが、これまでのいろいろな多

忙化を含む、そういう教職員の教育関係がやはり大

きな影響があって採用倍率等も低下しているのかと

私は思っているのですが、こういったことを解消し

ていかないと５人不足になっている中で、教職員を

うまく配置することが可能なのですか。

義務教育課長

実は、教職員の配置で不足しているのは北のほう

に限られています。今回退職者が極めて多かったこ

と、それから当然それに合わせて採用もしています

が、元々北の方に在住の講師がどうしても不足して

います。その部分をなかなか調整できなくて、県南、

中央からかなりの数の講師を送っていますが、それ

でもなお配置できない状況にありました。今年の年

度末につきましては、採用と退職のところをかなり

厳しく見積もって、こういったことのないようにし

てまいりたいと思います。

薄井司委員（分科員）

そうすればこれは全県で５名ということで理解し

てよろしいですか。

義務教育課長

大変申し上げにくいのですが、その時点では５名

でありましたが、実はその間に早期退職をされた方

や病気になられた方、産休、育休に入られた方がい

ますので、現在は北管内だけで１０名となっていま

す。

薄井司委員（分科員）

数字が全部表していると思うのですが、例えば

１０名足りない状況でも、学校の中では足りない部

分を教頭先生や先生方でやりくりできる、できない

と大変なことだと思います。例えば今後こういう状

況が続いていかないとも限らないと思うのですが、

どういう対応をしていくのか現場の先生方も多分不

安に思っています。そこのところは、秋田県は加配

である程度少人数学級でプラスしている部分がある

という話も聞いてはいるのですが、実際の問題とし

て、このようにだんだん数字に表れてくるとなれば、

しっかりした対応が必要かと思っていますが、いか

がでしょうか。

義務教育課長

学級担任の部分の穴は決して避けなければなりま

せんので、現在は学級担任ができないほど人がいな

いという学校はございません。多くは加配の部分を

張り付けていない現状にあります。

薄井司委員（分科員）

あと、私の考えですが、例えばそういうふうにだ

んだん教員が減ってくると、少し無理な異動が発生

する可能性も出てくるのかと思っています。その辺

は十分配慮していただけるように要望しておきます。

義務教育課長

人事のことですので、大分個別の事情も入ってま

いりますが、年度末にこういった事情がないように

努めてまいりたいと思います。

北林康司委員（分科員）

最後になるかもしれませんが、最近も東京都荒川

区で自転車等々の問題（通称荒川サイクリングロー

ドと呼ばれている道路に大量の釘がまかれていた事
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件のこと）がありました。昨今皆さんのところに自

転車事故の事故報告は上がってきていませんか。

高校教育課長

高校では、自転車通学を高校に入ってから始める

生徒が多い関係もありまして、やはり４月、５月、

この辺りに事故が多発している状況にありますが、

まず現時点では大きな事故の報告は受けておりませ

ん。

北林康司委員（分科員）

忘れたころにやってきますし、東京都荒川区も、

あれは本来は歩道とか散策のために国土交通省が造

ってくれた道路なのです。それを自転車も走っても

よいというような形にしてくれたのだろうと思うの

です。私が何回もここで申し上げているのは、私の

近所にある草生津川の近くもそうだったのです。恐

らく全県にそういうところはたくさんあると思いま

す。やはり散策をするために造ったものが、自転車

も「まあいいですよ、しかしスピードを出さないで、

すぐ止まれるように」という形ですが、結構飛ばし

ています。恐らくきのうのテレビで見た荒川の事件

もそこだろうと、嫌がらせだと思うのです。やはり

秋田県警も歩行者優先という形をとっていますし、

どうか高校生諸君にもスピードを出したり、３列に

なって運転したり 最近は見えないですが、つい

去年辺りまでは山王の歩道を３列で歩く子供たちも

いました。そこは大きな事故になってしまうとお互

いに大変ですから、しっかりと教育をしていただき

たい。被害者はもちろんですが、加害者も大変なこ

とになりますので、そこはやはり時折忘れないよう

にしっかりとやっていただきたいと要望しておきま

す。

委員長（会長）

よろしいですか。ほかに、ございませんか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長（会長）

以上で教育委員会関係の所管事項に関する質疑は

終了いたしました。

本日はこれをもって散会し、７月１２日、木曜日、

予算特別委員会終了後に委員会を開き、付託案件に

ついて討論、採決を行います。

散会いたします。

午後２時２２分 散会
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平成３０年７月６日（金曜日）

本日の会議案件

１ 教育委員会関係の所管事項（趣旨説明・質疑）

本日の出席状況

出席委員

委 員 長 菅 原 博 文

副委員長 髙 橋 武 浩

委 員 大 関 衛

委 員 渡 部 英 治

委 員 薄 井 司

欠席委員

委 員 北 林 康 司

書 記

議会事務局議事課 飯 坂 諭

議会事務局政務調査課 髙 橋 健

教育庁総務課 川 田 悟 志

警察本部総務課 高 岡 義 明

会 議 の 概 要

午後０時５９分 開議

出席委員

委 員 長 菅 原 博 文

副委員長 髙 橋 武 浩

委 員 大 関 衛

委 員 渡 部 英 治

委 員 薄 井 司

欠席委員

委 員 北 林 康 司

説 明 者

教育長 米 田 進

教育次長 太 田 政 和

教育次長 眞 壁 聡 子

総務課長 今 川 聡

総務課施設整備室長 保 坂 一 美

幼保推進課長 鈴 木 和 朗

義務教育課長 石 川 政 昭

保健体育課長 高 橋 周 也

委員長

ただいまから教育公安委員会を開きます。

本日の委員会を開きます。

教育委員会の所管事項に関する審査を行います。

執行部より発言を求められていますので、これを

許可します。

教育長

昨年度、教職員による不祥事が多発したことを受

け、１２月の当委員会におきまして不祥事防止対策

の徹底に努めることを、ご説明申し上げたところで

ありましたが、そのような中、４月１９日に再び不

祥事が発生してしまいました。児童生徒並びに保護

者、県民の皆様に深くお詫び申し上げます。

今回の不祥事は、県教育委員会で年度当初の校長

会議など様々な機会を捉え不祥事の根絶について強

く指導するとともに、県立学校については、５月１

日から私が直接各学校を訪問し、不祥事の根絶と対

策の徹底をお願いしようとしていたときに起きたも

ので、まことに慚愧の念に堪えません。

このような事態になってしまったことを厳粛に受

け止め、市町村教育委員会との連携を更に強め、教

職員に対する指導の徹底を図るとともに、児童生徒

並びに保護者、県民の皆様からの信頼回復に向け、

強い危機感と覚悟を持って不祥事防止のために全力

で取り組んでまいります。

このたびは、まことに申し訳ございませんでした。

義務教育課長

【教職員の懲戒処分について提出資料により説

明】

委員長

以上で説明は終了いたしました。

ただいまの説明に関する質疑を行います。

大関衛委員

毎回同じような繰り返しで、特段あとお話しする

こともないぐらいです。正直言えばもう諦め感です

ね。この方は停職１カ月ということなのですが、こ

れはどういう基準で１カ月になったのですか。それ

から、教育委員会の議事録は公開になると思います

が、教育委員の中からはどういう意見がありました

か。その概略を教えてもらえますか。これだけだと

どういう基準で停職１カ月になって、この処分が軽

いのか重いのか私には判断できないので、それから

教育委員は今５人でしたでしょうか、全会一致です

か、それとも多数決で決めたのですか。

義務教育課長

県のほうに懲戒処分の標準例という基準があるの

ですが、建造物侵入という非違行為に対する具体的

な処分の中身は付いてございません。その他の非違

行為の中で検討してまいりました。その際、県の中

には同類の事案がございませんでしたので、他県の

状況、類似事案がないか全国的に調べたところです。

そういった中で、非常に類似した事案が他県にあり

ましたので、そういったこと、子供や地域に与えた

影響等を総合的に勘案しまして停職１月という処分

に至ったところです。

教育委員会あるいは事前の審査会で審議する中で
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量定をどこに持っていくかというところについては、

やはり意見がいろいろ分かれたところもございます。

１つは、重いという話も正直ございました。逆に臨

時講師の発令が９月末までになっていますので、こ

れでよいのかという発言もありまして、いろいろ議

論したところですが、総合的に停職１カ月というと

ころに落ち着いたところです。

大関衛委員

事案がないということなのですが、知事部局のほ

うでなかったのですか。かつてあったでしょう。県

の幹部職員が、そのときはどういう処分でしたか。

義務教育課長

今から１５年ほど前の事案だと思いますが、ただ

その事案は非常に泥酔していたという別の条件も付

いておりまして、これとは大分違うという感じで、

それは参考にできなかった事案でした。

大関衛委員

この方は、何で大学に行って建物に入ったのです

か。全然分からないのですが、どういう状況なので

すか。皆さん方は非常に調査に時間が掛かったわけ

ですが、これはどういう状況なのですか、全然分か

らないのですが、聞き取りした結果を教えてくださ

い。

義務教育課長

聞き取りと、あと事故報告書によりますと、本人

がこの大学の卒業生でありました。それで、当日は

日曜日でしたので、体を動かしたいということでグ

ラウンドの周辺を走ろうということで大学を訪れた

と聞いています。その前に、まずトイレを借りると

いうことで、その附属施設のトイレを借りて、その

後その中を見るうちに学生当時自分が入部していた

部活の部室がありましたので、その中に非常に懐か

しくて入ろうとしたというのが本人の弁であります。

大関衛委員

何で発覚したの、懐かしくて入ろうとしたのに。

それだったら別に止められないでしょう。調査に時

間掛かっているのだから、つまびらかにしてもらわ

ないと困るわけです。

義務教育課長

実は、自分が入部していた部活の部室に鍵が掛か

っておりまして、それでも何とか入れないかという

ことで、部室が幾つか並んでおりましたので、順番

に確かめていったところ、１つ鍵が掛かっていない

部室があり、その部室に入って、その後部室と部室

の間に境の壁があるのですが、その壁の上のほうに

一定の空間があり、そこを飛び越えてその鍵が掛か

っている、自分が入部していた部室に入っていった

というところであります。その後、大学の関係者が

鍵が掛かっているはずの部室の正規の扉を開けて自

分がいるところに入ってきたものですから、慌てて

そのまま窓から逃げたが、捕まえられて近くの交番

に連れていかれたのがこの事案の流れであります。

大関衛委員

もう刑事処分を受けていると思うのですが、どう

いう処分ですか。

義務教育課長

略式起訴という形で罰金１０万円という刑事処分

を受けています。

大関衛委員

どういう犯罪に当たるのですか。

義務教育課長

罪名は、建造物侵入となっています。

大関衛委員

あと、傷害事件のほうはどうなっていますか。も

うあれは処分したのでしたか。

義務教育課長

３月末に処分して、免職になっています。

大関衛委員

いずれにしろ、余り続いています。皆さん方は事

あるごとに再発防止だとか全県規模の会議を開くと

いう話をするのですが、どうなのでしょうか、少し

危機的な状況ですので、この前北林委員からも話が

ありましたが、非常事態宣言をなさったほうがよろ

しいのではないですか。かつて飲酒運転のときも議

会から全会一致で意見書を上げられて、当時の教育

委員長は非常に心を痛めた時代がありました。正直

言って刑事事件になってしまったわけだから、当然

そろそろそういう時期なのではないでしょうか。定

例会ごとにこういう説明を受けるのも、私たちも別

にこのためだけに委員会をやっているわけではない

のです。後段の施設のことも聞きたいと思っていま

すので、もう非常事態宣言を宣言したほうがよいの

ではないですか。教育長、どうですか。次長、その

ぐらいしないとあと終止符を打てないでしょう。

教育長

我々は、不祥事ハンドブックの改訂、それからそ

の他いろいろなペーパー作っている中で非常事態で

あるということは宣言して、私が今回５月１日から

６月１９日までですが、５９校、箇所で５７カ所の

県立学校を全部回って、その中で正にこれは今非常

事態であるということを一人一人に伝えながら、不

祥事の根絶に向けて、何とか校長、副校長、教頭に

リーダーシップをとってほしいと強くお願いしたと

ころです。実は、きょうまた県立学校の校長会を今

やっており、終わってから話す機会がありますので、

このことについても改めて伝えたいと思います。

委員長

ほかにございませんか。

渡部英治委員

まず確認したいことがあるのですが、建造物侵入、
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略式起訴、罰金１０万円、これは前科になりますか。

義務教育課長

はい、前科になります。

渡部英治委員

前科が付くという前提で停職１カ月ということで、

先ほど石川課長から処分内容に対してある意味では

賛否があったと。重い、軽いは分かりませんが、重

いという部分もあったと言うことでした。今いろい

ろなやりとりを聞いていますが、動機をきちんと把

握できているのでしょうか。理由もなしにというこ

とになっていますが、懐かしむ余りやった行為その

ものは当然許されない行為ではあるのだが、学校に

卒業生がいろいろな形で交流するという場面を考え

たのですが、そういったものとこれは一致はするわ

けではないのですが、ＯＢと現役との交流、部活の

先輩と後輩の関係、そういうところに悪影響を与え

られては困るという思いをしています。その辺はき

ちんと仕分けをして指導していかなければいけない

と思いますが、どう思いますか。

義務教育課長

先輩後輩という間柄についてはきちんとまず示し

ていくべきだと思います。ただ今回のようにそうい

ったことを飛び越えて建造物侵入ということは、ま

た別の問題だと思いますので、その辺りは分けなが

ら指導していく必要はあるかと思っています。

渡部英治委員

決して私はこの行為を許そうなんていう気持ちは

ないのだが、やはりいろいろな対応の仕方があると

思います。一律対応で懲戒処分ということでないよ

うに、いろいろな区分をきちんと考えながらやって

いかなければできないと思っています。

非常事態宣言の話は先般、私が委員会でやるべき

だと言ったとき、確かに教育長がやると言って実際

にやったわけです。５月１日にやって、実際にそう

いったことを浸透させたという理解でよろしいです

か。

教育長

まず、どうしても３１８校ある小中学校までは、

とても回れませんでした。県立学校は、多いところ

では１日７校走り回りました。それで、それぞれ１

時間ぐらいずついろいろ話をした中で、各学校とも

不祥事の根絶に向けて様々な形で校内でも研修を行

っています。いろいろなケースを想定して、グルー

プに分けて話し合って、それをまた全体にフィード

バックするような形で全てやっておりました。そう

いう中で小中学校でもそれぞれ研修をやっているの

ですが、やはりそれでも全てネットに掛からないケ

ースがあることはやはり重く受け止めなければいけ

ないと思います。そういう意味で、まずこの後も引

き続き更にこの根絶に向けては頑張っていくしかな

いと思っています。

委員長

ほかにございませんか、よろしいですか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長

引き続き、執行部より発言を求められていますの

で、これを許可します。

総務課施設整備室長

【県立学校等に係るブロック塀等の安全点検につ

いて提出資料により説明】

委員長

以上で説明は終了しました。

ただいまの説明についての質疑を行います。

大関衛委員

詳細について説明がありましたので、できれば委

員会で質疑をしたときにこれがあれば、そのときに

質問できたのですが、それはそれとして、これは７

月末に点検結果が出るわけでしょう。今後修繕した

りするという方向性や予算はどういうタイムスケジ

ュールになりますか。

総務課施設整備室長

点検結果を受けまして、それほど金額が掛からな

いで修繕できるものにつきましては、できるだけ早

目に対応したいと考えています。ただ、もし撤去す

るような形になりますと、それなりの予算が掛かる

と思いますので、現在施設整備室で持っている予算

を見ながら、もし今年度予算でできないとすれば、

補正予算か来年の当初予算か分かりませんが、その

辺も含めて今後検討したいと考えています。

大関衛委員

いずれ危険だということが分かっているのであれ

ば、当初予算などと言わないで、補正予算で私はや

るべきだと思います。

総務課施設整備室長

できるだけそのような方向で考えたいと思ってい

ます。

大関衛委員

あと、これは市町村教育委員会でも当然調べてい

ると思うのですが、その結果はどうなりますか。

総務課施設整備室長

市町村教育委員会につきましては、このペーパー

の一番下のほうに書いています文部科学省から６月

２９日付の文書が来ております。市町村における小

中学校も含め全て県で取りまとめて国に７月１３日

までに目視による点検結果を報告することになって

いますので、それまでには市町村の結果についても

こちらのほうには報告が来る形になることになって

います。

大関衛委員

いずれにしろ、この件は当然市町村の教育委員会
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の報告結果が出たらまた報告があると思うのですが、

地震だけではなくて、例えば冬場も通学途中に危険

箇所が非常に多いという要望が多いのです。地元の

道路管理者や交通安全施設と協議していろいろやっ

ているのですが、なかなか改善に至っていないとい

う 今回のような地震があって、ああいう痛まし

い事故があるとおもむろにというか、調査するとい

うことなのです。県教育委員会関係に通学途中、地

震に限らず危ないという要望はどのぐらい寄せられ

ているものですか。市町村教育委員会関係だと相当

あると思うのですが、取りあえず県教委にどのぐら

い寄せられているものですか。眞壁次長がよく御存

じのとおり、例えば湯沢高校では、朝の一方通行で、

雪で狭くなり通学が大変だということで、「送り迎

えの車は下のほうで降ろしてください」というよう

な危険箇所はあるわけです。今分からないとすれば、

これはやはり一度、県立学校だけでもいいのですが、

通学のときに危険箇所がどのぐらいあるかを地震に

限らず調査してみるべきだと思います。せっかく高

校を回って時々いろいろ きょうちょうど会議が

あるわけだから、それはやはり未然に防ぐという意

味で、私はやはりやるべきだと思います。いかがで

すか。要望は上がってきていないですか。

教育次長（眞壁）

ただいま御指摘のありました通学路の安全点検に

ついてでございますが、子供たちがみずから通学路

を歩いて安全なところ、危険なところを点検してい

るといった例もございますし、また先ほど例として

出していただきました雪道の交通安全ということに

関しては、学校に保護者等から要望が来た場合には、

所在地の市町村等と連携をしたりして、その季節に

限った安全については市町村等に相談しながらとい

うこともあろうかと思います。また、通学路全体の

安全につきましては、保健体育課のほうでも管轄し

てございまして、ブロック塀ですとか、そういう安

全の面と不審者対応についての安全について対応し

ているところです。

渡部英治委員

二、三確認したいのですが、保坂室長、ブロック

塀には基礎的に鉄筋はみんな入っていると思うので

すが、その点検項目はこの中にないのですか。

総務課施設整備室長

目視による点検では、鉄筋の検査はできません。

よほどぐらぐらして危ないやつであればともかく、

そうでなければできません。そうしたこともありま

すので、建築の専門職員による調査の際に、鉄筋の

有無も含めまして調査をする形になろうかと思いま

す。

渡部英治委員

それで、私が疑問を感じたのは、ないのが５３カ

所あるのです。もしこの５３カ所の中で基礎的な鉄

筋がないこともあり得るのではないかと思ったので

すが、確実に５３カ所については完璧に大丈夫だと

受け止めてよいのですか。

総務課施設整備室長

５３カ所につきましては、ブロック塀そのものが

ないということですので、こちらについては詳細点

検の対象外になるかと思います。

渡部英治委員

大変失礼しました。２２カ所のうちのありなしの

部分ですが、その判明はそうするときちんと専門的

な検査をしないと分からないということで、それは

やるということですか。

総務課施設整備室長

その予定でいますというか、やります。

渡部英治委員

先ほども大関委員から、これからの修繕の話が出

ましたが、たしか最近の新聞に応急措置ということ

で、ブロック塀にパイプを通して応急措置すると。

例えばどうしてもこれはぐらぐらするというと、い

かなることがあるか分からないので、早急にやると

いうことは必要なのではないかと私も感じたのです

が、その辺はどうですか。

総務施設整備室長

我々としましても、まず建築の専門職員に見ても

らって、早急にやらなければいけないことについて

は対応したいとは考えています。そのパイプをやっ

たのは、秋田市の例だと思いますが、必要があれば

そういう応急措置も実施していきたいと考えていま

す。

渡部英治委員

そこはしっかりとやってください。終わります。

委員長

ほかにございませんか、よろしいですか。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長

以上で教育委員会の所管事項に関しての質疑を終

了します。

本日はこれをもって散会し、７月１２日、木曜日、

予算特別委員会終了後に委員会を開き、付託案件に

ついての討論、採決を行います。

散会します。

午後１時３１分 散会
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平成３０年７月１２日（木曜日）

本日の会議案件

１ 議案第１４９号

秋田県立特別支援学校設置条例の一部を改正す

る条例案

(討論・採決）（原案を可とすべきもの）

２ 議案第１６１号

交通事故に係る和解について

(討論・採決）（原案を可とすべきもの）

３ 議案第１６２号

交通事故に係る和解について

(討論・採決）（原案を可とすべきもの）

４ 議案第１６３号

交通事故に係る和解について

(討論・採決）（原案を可とすべきもの）

５ 議案第１６４号

交通事故に係る和解について

(討論・採決）（原案を可とすべきもの）

６ 議案第１６５号

物損事項に係る和解について

(討論・採決）（原案を可とすべきもの）

７ 請願第２号

義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める

意見書の提出について

（討論・採決）（継続審査とすべきもの）

８ 請願第７号

秋田県高等学校再編整備計画の見直しの検討に

ついて（討論・採決）（継続審査とすべきもの）

９ 請願第１１号

高校生への給付制奨学金の確立を求める意見書

の提出について

（討論・採決）（継続審査とすべきもの）

10 請願第２２号

教育現場において、乳がんについての知識の普

及・啓発を求める請願について

（討論・採決）（継続審査とすべきもの）

11 請願第２４号

国の教育予算を増やし「高校無償化」を推進す

るよう求める意見書の提出について

（討論・採決）（継続審査とすべきもの）

12 所管事項調査の継続 （継続決定）

本日の出席状況

出席委員

委 員 長 菅 原 博 文

副委員長 髙 橋 武 浩

委 員 北 林 康 司

委 員 大 関 衛

委 員 渡 部 英 治

委 員 薄 井 司

書 記

議会事務局議事課 飯 坂 諭

議会事務局政務調査課 髙 橋 健

教育庁総務課 川 田 悟 志

警察本部警務部総務課 高 岡 義 明

会 議 の 概 要

午後１時３３分 開議

出席委員

委 員 長 菅 原 博 文

副委員長 髙 橋 武 浩

委 員 北 林 康 司

委 員 大 関 衛

委 員 渡 部 英 治

委 員 薄 井 司

説 明 者

教育長 米 田 進

教育次長 太 田 政 和

教育次長 眞 壁 聡 子

総務課長 今 川 聡

警察本部長 森 末 治

警務部長 宮 廻 好 彦

警務部参事官（兼）総務課長 佐々木 恒

警務部首席参事官（兼）会計課長 阿 部 清 喜

委員長

ただいまから、本日の委員会を開きます。

初めに、各委員からの発言通告がありませんので、

本委員会における当初予算関係の付託議案に関する

質疑は終局したものと認めます。

それでは、当初予算関係の付託議案について、討

論・採決を行います。

議案第１４９号、議案第１６１号、議案第１６２

号、議案第１６３号、議案第１６４号及び議案第

１６５号、以上６件を一括議題とします。

討論を行います。

【「なし」と呼ぶ者あり】

委員長

討論は、ないものと認めます。

採決します。

議案第１４９号ほか５件は、原案のとおり可決す

べきものと決定して御異議ありませんか。

【「異議なし」と呼ぶ者あり】

委員長
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御異議ないものと認めます。

議案第１４９号ほか５件は、原案のとおり可決す

べきものと決定されました。

次に、請願の取扱いについて決定いたします。

まず、請願第２号「義務教育費国庫負担制度２分

の１復元を求める意見書の提出について」を議題と

します。

本請願の取扱いはどのようにしますか。

【「継続審査」と呼ぶ者あり】

【「採択」と呼ぶ者あり】

委員長

継続審査とする意見と採否を決めるべきとの意見

がありますので、まず継続審査とすることに賛成の

方は挙手願います。

【賛成者挙手】

委員長

賛成者多数であります。

よって、請願第２号は継続審査とすることに決定

されました。

次に、請願第７号「秋田県高等学校再編整備計画

の見直しの検討について」を議題といたします。

本請願の取り扱いはどのようにいたしますか。

【「継続審査」と呼ぶ者あり】

委員長

請願第７号は継続審査とすることに決定して御異

議ございませんか。

【「異議なし」と呼ぶ者あり】

委員長

御異議ないものと認めます。

請願第７号は継続審査とすることに決定されまし

た。

次に、請願第１１号「高校生への給付制奨学金の

確立を求める意見書の提出について」を議題といた

します。

本請願の取り扱いはどのようにいたしますか。

【「継続審査」と呼ぶ者あり】

【「採択」と呼ぶ者あり】

委員長

継続審査とする意見と採否を決めるべきとの意見

がありますので、まず継続審査とすることに賛成の

方は挙手願います。

【賛成者挙手】

委員長

賛成者多数であります。

よって、請願第１１号は継続審査とすることに決

定されました。

次に、請願第２２号「教育現場において、乳がん

についての知識の普及・啓発を求める請願につい

て」を議題といたします。

本請願の取り扱いはどのようにいたしますか。

【「継続審査」と呼ぶ者あり】

【「採択」と呼ぶ者あり】

委員長

継続審査とする意見と採否を決めるべきとの意見

がありますので、まず継続審査とすることに賛成の

方は挙手願います。

【賛成者挙手】

委員長

賛成者多数であります。

よって、請願第２２号は継続審査とすることに決

定されました。

次に、請願第２４号「国の教育予算を増やし『高

校無償化』を推進するよう求める意見書の提出につ

いて」を議題といたします。

本請願の取り扱いはどのようにいたしますか。

【「継続審査」と呼ぶ者あり】

【「採択」と呼ぶ者あり】

委員長

継続審査とする意見と採否を決めるべきとの意見

がありますので、まず継続審査とすることに賛成の

方は挙手願います。

【賛成者挙手】

委員長

賛成者多数であります。

よって、請願第２４号は継続審査とすることに決

定されました。

次に、請願第２５号「特別支援学校での児童生徒

の障害の多様性に応じた最低限のガイドラインを設

けることを国に求める意見書の提出について」を議

題といたします。

本請願の扱いはどのようにいたしますか。

【「継続審査」と呼ぶ者あり】

【「採択」と呼ぶ者あり】

委員長

継続審査とする意見と採否を決めるべきとの意見

がありますので、まず継続審査とすることに賛成の

方は挙手願います。

【賛成者挙手】

委員長

賛成者多数であります。

よって、請願第２５号は継続審査とすることに決

定いたしました。

次に、所管事項について、閉会中においても調査

を継続することとして御異議ありませんか。

【「異議なし」と呼ぶ者あり】

委員長

御異議ないものと認めます。

よって、所管事項については、閉会中においても

調査を継続することと決定されました。

この旨、議長に申し出ることとします。
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以上をもちまして、当委員会に付託されました案

件の審査は、すべて終了しました。

本日の委員会を終了します。

閉会します。

午後１時３９分 閉会


